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ホームページ
随時更新中！！

LINEはじめました!!
友だち登録お願いします!

特 集
One HealthからSDGsを目指そう
～地球にやさしい食材は私たちにも健康をもたらす～

晴れびと！

歴史ある総社の千両ナス
　これからも
　　安全安心にこだわる

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌
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ここが好き！！
わが町 ふるさ

と

総社市立総社北小学校

5 年生

岡部 百花 さん

6 年生

村木　航 さん

「自然の多い総社北小学区」
　総社北小学区のよいところは自然の多いところです。私
の家の前には林があります。その林は秋になるとドングリ
や栗などの木の実がたくさん実ります。それを使って小物
やおき物などが作れます。
　畑も多くあります。通学路にある大きな畑には、秋はサ
ツマイモ、冬はキャベツを育てています。どの季節でも野
菜が育てられています。
　春になると桜が満開になる桜坂という場所もあります。
春に桜坂を通ると満開の桜を見ることができます。
　「いつでも自然を楽しむことができる。」これが総社北小
学区のよいところです。

「ヒイゴ池湿地」　
　僕が住んでいる総社北小学区にはヒイゴ池湿地があります。
ヒイゴ池湿地とは、日当たりのよいやせた山間の湿原で、自然
環境を好むモウセンゴケ・トキソウ・サギソウ・スイランなどの
貴重な植物と世界一小さいハッチョウトンボのほか、サラサヤ
ンマ・少なくなってきたハラビロトンボなどを観察できます。
　総社北小学校では、6年生になるとヒイゴ池湿地の保全活
動を行います。僕もヒイゴ池湿地に見学に行き、ハッチョウト
ンボやトキソウなど色々な植物を見つけました。学校では、地
域の方と協力してアルミ缶の回収をしています。回収したアル
ミ缶は基金としてヒイゴ池湿地の役に立てています。
　総社市は自然豊かな地域なのでこれからも守り続けたいです。
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晴れびと！

福
井
新
田
茄
子
生
産
組
合

組
合
長
　

茅
原 

弘
和
さ
ん

（54）

ナ ス

出荷時期

主な取り扱い店舗

今月の
表紙

121110９８７６５４３２１

　
技
術
を
共
有
化
す
る
た
め
、
日
々
情
報
交
換
や
、

組
合
員
の
ハ
ウ
ス
を
見
て
回
る
勉
強
会
を
開
催
。

組
合
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
経
営
面
で
は
、
近
年
の
重
油
や
資
材
な
ど
生
産

コ
ス
ト
の
高
騰
を
受
け
、
露
地
で
の
夏
秋
ナ
ス
栽

培
を
導
入
し
、
通
年
出
荷
と
収
入
の
安
定
化
を

図
り
ま
す
。

　
生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
で
担
い
手
確
保
が
課
題

で
す
が
、
県
の
制
度
を
利
用
し
た
新
規
就
農
研
修

生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
就
農
５
年

以
内
の
若
手
３
人
が
新
た
な
担
い
手
と
し
て
産
地

を
活
気
づ
け
て
い
ま
す
。
組
合
と
し
て
農
地
確
保

や
生
活
面
で
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
、
農

業
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
若
者
が
希
望
を
持
っ

て
経
営
で
き
る
産
地
を
目
指
し
ま
す
。

　
総
社
市
福
井
新
田
地
区
で
は
、
１
９
５
７

年
か
ら
ナ
ス「
千
両
」の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
が
始
ま

り
、
そ
の
後
加
温
栽
培
を
導
入
。
福
井
新
田

茄
子
生
産
組
合
は
県
内
で
最
も
歴
史
の
あ
る

産
地
と
し
て
、
確
か
な
技
術
で
伝
統
を
つ
な

ぎ
知
名
度
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
組
合
長
の

茅
原
弘
和
さ
ん
は「
先
代
が
築
き
守
っ
て
き
た

産
地
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
」と
新
規
就

農
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、
技
術
格
差

が
少
な
い
生
産
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
千
両
」は
、
色
ツ
ヤ
が
よ
く
皮
が
薄
く
て
柔
ら

か
い
の
が
特
長
で
す
。
ハ
ウ
ス
で
栽
培
す
る
こ
と
で

雨
風
か
ら
守
り
、
傷
が
つ
き
に
く
く
、
き
れ
い
な
ナ

ス
に
仕
上
げ
ま
す
。
加
温
施
設
も
整
え
、
９
月
〜

翌
年
６
月
ま
で
大
阪
・
福
山
市
場
へ
長
期
出
荷
し

ま
す
。

　
品
質
を
守
る
た
め
の
病
害
虫
防
除
に
加
え
、
環

境
へ
の
配
慮
も
怠
り
ま
せ
ん
。
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ

た
７
〜
８
月
に
ハ
ウ
ス
内
を
耕
し
水
を
溜
め
、
太

陽
熱
を
利
用
し
た
土
壌
消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ス
の
害
虫「
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
」を
駆
除
す
る
た
め
、

天
敵
生
物「
タ
バ
コ
カ
ス
ミ
カ
メ
」の
つ
い
た
ゴ
マ
の
木

を
ハ
ウ
ス
内
に
取
り
込
み
ま
す
。
天
敵
生
物
を
利

用
す
る
こ
と
で
農
薬
散
布
を
取
り
組
み
前
の
３
分

の
１
に
減
ら
し
ま
し
た
。
１
年
を
通
し
て
安
定
し

た
防
除
効
果
を
維
持
し
、
低
農
薬
栽
培
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
安
全
安
心
な
ナ
ス
づ
く
り
に

つ
な
げ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
農
薬
コ
ス
ト
や
作
業

も
大
幅
に
軽
減
し
て
い
ま
す
。

ナ
ス
づ
く
り
の
工
夫
や
こ
だ
わ
り
は

技
術
継
承
の
取
り
組
み
は

今
後
の
課
題
は

歴史ある総社の千両ナス
　これからも
　 安全安心にこだわる

少数精鋭で伝統のナス産地を守る部員

「タバコカスミカメ」がついたゴマの木をハウスに設置し、害虫を駆除する

　詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ
↓

（
写
真
：
右
）

･山手直売所 ほか

か
や
は
ら

ひ
ろ
か
ず
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せ
ん
。
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ

た
７
〜
８
月
に
ハ
ウ
ス
内
を
耕
し
水
を
溜
め
、
太

陽
熱
を
利
用
し
た
土
壌
消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ス
の
害
虫「
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
」を
駆
除
す
る
た
め
、

天
敵
生
物「
タ
バ
コ
カ
ス
ミ
カ
メ
」の
つ
い
た
ゴ
マ
の
木

を
ハ
ウ
ス
内
に
取
り
込
み
ま
す
。
天
敵
生
物
を
利

用
す
る
こ
と
で
農
薬
散
布
を
取
り
組
み
前
の
３
分

の
１
に
減
ら
し
ま
し
た
。
１
年
を
通
し
て
安
定
し

た
防
除
効
果
を
維
持
し
、
低
農
薬
栽
培
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
安
全
安
心
な
ナ
ス
づ
く
り
に

つ
な
げ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
農
薬
コ
ス
ト
や
作
業

も
大
幅
に
軽
減
し
て
い
ま
す
。

ナ
ス
づ
く
り
の
工
夫
や
こ
だ
わ
り
は

技
術
継
承
の
取
り
組
み
は

今
後
の
課
題
は

歴史ある総社の千両ナス
　これからも
　 安全安心にこだわる

少数精鋭で伝統のナス産地を守る部員

「タバコカスミカメ」がついたゴマの木をハウスに設置し、害虫を駆除する

　詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ
↓

（
写
真
：
右
）

･山手直売所 ほか

か
や
は
ら

ひ
ろ
か
ず
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　「
Ｏｎｅ 

Ｈｅａ
ｌ
ｔ
ｈ
」と
は
、
ひ
と

言
で
い
え
ば『
環
境
と
人
と
動
物
の
健

康
は
１
つ
で
あ
る
』と
い
う
こ
と
で
す
。

安
全
な
水
と
土
が
健
康
な
作
物
を
育

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
健
康
な
家
畜
が
育

ち
ま
す
。
私
た
ち
の
健
康
は
、
そ
れ

ら
の
安
全
安
心
な
農
畜
産
物
の
供
給

に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
Ｏｎｅ 

Ｈｅａ
ｌ
ｔ
ｈ
」に
は
多
く
の

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
健
康

な
環
境
が
健
康
な
作
物
や
動
物
を
育

み
、
ひ
い
て
は
持
続
可
能
な
人
の
健
康

に
導
い
て
く
れ
ま
す
。
　

　
く
ら
し
き
作
陽
大
学
は
、Ｊ
Ａ
と
共

催
し「
さ
く
よ
う
健
康
な
お
や
つ
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
２
３
〜
Ｏｎｅ 

Ｈｅａ
ｌ
ｔ
ｈ

か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
め
ざ
そ
う
〜
」を
開

き
ま
し
た
。
環
境
に
や
さ
し
い
レ
シ
ピ

を
考
案
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の
配

慮
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
工
夫
を
凝
ら

し
た
４
５
３
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
食
の
安
全
と
は
、
農
薬
の
乱
用
や

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
に
気
を
付
け

る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま

な
状
況
が
私
た
ち
の
食
環
境
に
関
わ

っ
て
い
ま
す
。「
Ｏｎｅ 

Ｈｅａ
ｌ
ｔ
ｈ
」

か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
実
践
し
た
レ
シ
ピ
を

ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

 

　
Ｊ
Ａ
は
、
瀬
戸
内
海
の
牡
蠣
殻

を
土
づ
く
り
に
有
効
利
用
し
て
生
産

す
る「
里
海
野
菜
」の
取
り
組
み
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
が
進
め
て
い

る
、
地
域
循
環
型
農
業「
瀬
戸
内
か

き
が
ら
ア
グ
リ
事
業
」の
中
で
展
開

し
、
キ
ュ
ウ
リ
・
タ
マ
ネ
ギ
・
エ
ン
ダ

イ
ブ
・
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
に
拡
大
中
で

す
。
生
産
部
会
で
導
入
し
た
り
、

地
域
で
新
た
な
生
産
者
を
募
っ
て
産

地
化
を
目
指
す
な
ど
、
県
内
各
地

の
実
情
に
合
わ
せ
て
普
及
推
進
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
粉
砕
し
た
牡
蠣
殻
を
肥
料
と
し

て
使
用
し
育
て
る「
里
海
野
菜
」。

ミ
ネ
ラ
ル
や
養
分
を
豊
富
に
含
み
、

作
物
に
い
い
だ
け
で
な
く
、
水
質
の

浄
化
作
用
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
牡
蠣
殻
は
野
菜
だ
け
で
な
く
米

の
肥
料
で
使
わ
れ
る
ほ
か
、
鶏
や
豚

な
ど
の
家
畜
の
飼
料
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

健
康
な
作
物
は
健
全
な
環
境
か
ら

瀬
戸
内
か
き
が
ら
ア
グ
リ
事
業

里海キャベツを収穫する
矢神毎戸営農組合のメンバー

（矢掛町）

牡蠣殻を主原料とした
有機質石灰。天然の
ミネラルを豊富に含む、
土にやさしい肥料

人の健康

動物の健康環境の保全

One Health

特集

JAは今年度、からだにやさしいおやつのコンテストをくらしき作陽大学と共催しました。キーワー

ドは「One Health」。私たちの健康な体を支える食、それを育む農、それらは地球環境と密接

に関係しているという考え方です。これは地産地消・国消国産にも通じ、持続可能な食料の

生産と農業振興にもつながります。各地に広がりをみせる「里海野菜」の生産事例と合わせて

入賞レシピを紹介し、地球にも体にもやさしい食と農の関係について考えます。

各地に広がる
里海野菜
（2023年度）

ワンヘルスイメージ

「One Health」って知ってる？

くらしき作陽大学  食文化学部
網中 雅仁教授に
聞きました！

One Healthから
　　　　　　　SDGsを目指そう

～地球にやさしい食材は私たちにも健康をもたらす～

矢掛アグリセンター
（矢掛町と笠岡市の一部）
加工業務用で契約販売する

久米南キュウリ部会
鏡野町キュウリ部会
勝英胡瓜部会
３部会員が取り組み
共同選果で出荷量を
増やし有利販売を目指す キュウリ

栽培面積：約6.3ha

山陽エンダイブ部会（赤磐市）
コロナからの需要回復に

向け付加価値を付けて販売する

タマネギ
栽培面積：
約6.7ha

キャベツ
栽培面積：
約2.5ha

エンダイブ
栽培面積：約3.5ha

瀬戸内の海とつながる おかやまの農畜産物

牡蠣を育てる

家畜の飼料に稲作・畑作の土壌改良材に

土中の栄養分が海へもどる

牡蠣を食べる

牡蠣の殻が残る

牡蠣の殻を加工粉砕

おかやまの
　　　農畜産物へ

瀬戸内かきがらアグリ

牡蠣いかだの浮かぶ瀬戸内海。
ここで栄養たっぷりの牡蠣が育つ

ヘルス
ワン

ワン ヘルス

さとうみ

ワン ヘルス

あみなか まさひと

やさい

ワ
ン

ヘ
ル
ス

まいどやがみ
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山
陽
エ
ン
ダ
イ
ブ
部
会
は
、
昨
年
５

月
か
ら「
里
海
野
菜
」の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
コ
ロ
ナ
禍
。
主
な
取
引
先

で
あ
る
飲
食
店
が
大
き
な
影
響
を
受
け
、

エ
ン
ダ
イ
ブ
も
販
売
が
低
迷
。
価
格
が

暴
落
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
が
、Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
通
し
消
費
の

回
復
、
新
た
な
フ
ァ
ン
獲
得
に
奮
闘
し

て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
の「
瀬
戸
内
か
き

が
ら
ア
グ
リ
事
業
」の
活
動
に
参
画
し
ま

し
た
。「
里
海
野
菜
」と
し
て
付
加
価
値

を
つ
け
知
名
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　
取
り
組
み
は
部
会
全
体
で
行
い
、
全

量
を「
里
海
野
菜
」と
し
て
出
荷
し
て
い

ま
す
。Ｊ
Ａ
の
協
力
の
も
と
土
壌
診
断
を

定
期
的
に
行
い
、
結
果
を
も
と
に
牡
蠣

殻
肥
料
を
散
布
。
環
境
に
配
慮
し
た
施

肥
体
系
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
エ
ン
ダ
イ

ブ
の
魅
力
、
生
産
者
の
取
り
組
み
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

出
荷
箱
な
ど
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
つ
け
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
も
一
緒
に
梱
包
し
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
環
境
保
全
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み

に
、同
部
会
の
井
平
茂
芳
部
会
長
は「
す

ぐ
に
結
果
が
出
る
わ
け
で
は
な
く
、
小

さ
な
積
み
重
ね
の
連
続
だ
が
、
合
わ
せ

る
と
県
全
体
の
大
き
な
成
果
と
な
る
。

部
会
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
」と

話
し
、「
環
境
を
考
え
た
栽
培
で
、
選

ば
れ
る
野
菜

を
作
り
た

い
」と
意
気

込
み
ま
す
。

特集

　
矢
掛
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
管
内
で
水
田
18

㌶
を
担
う
矢
神
毎
戸
営
農
組
合
は
、「
里

海
米
」と「
里
海
野
菜
」の
ど
ち
ら
も
取
り

入
れ
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
知

恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。
米
で
の
実
証
を
踏

ま
え
、
数
年
前
か
ら
タ
マ
ネ
ギ
・
キ
ャ
ベ

ツ
の
栽
培
で
、
牡
蠣
殻
を
加
工
し
た
土

壌
改
良
材
を
土
壌
診
断
に
基
づ
い
て
施
用
。

キ
ャ
ベ
ツ
は
冬
か
ら
春
に
収
穫
し
、
水
田

活
用
に
よ
る
生
産
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
髙
月
周
次
郎
組
合
長
は「
里
海
米
で
田

ん
ぼ
の
生
態
系
が
改
善
し
、
稲
の
根
張
り
、

倒
伏
軽
減
の
効
果
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
野
菜
で
も
牡
蠣
殻
に
含
ま
れ
る
ミ

ネ
ラ
ル
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
食
味
に
良
い
影

響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」と
実
感

し
ま
す
。「
農
家
の
環
境
保
全
に
対
す
る

努
力
を
消
費
者
に
も
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
適
正
な
価
格
を
形
成
す
る
こ
と
に

な
り
、
ひ
い
て
は
国
消
国
産
、
地
域
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
」と
続
け
ま
す
。

　
旗
振
り
役
を
担
う
の
が
矢
掛
ア
グ
リ
セ

ン
タ
ー
で
す
。Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
と
契
約

し
、
加
工
業
務
用
で
出
荷
す
る
体
制
を

整
え
ま
し
た
。
町
と
も
連
携
し
、
水
田

活
用
交
付
金
で
作
付
け
を
後
押
し
。
大

型
物
流
容
器「
鉄
コ
ン
テ
ナ
」で
荷
受
け
す

る
こ
と
で
農
家
の
作
業
負
担
を
減
ら
し
て

い
ま
す
。

　
担
当
者
は「
野
菜
は
収
益
性
が
高
く
業

者
か
ら
の
引
き
合
い
も
強
い
。
環
境
保
全

に
も
貢
献
で
き
る
点
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
持

続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
推
進
し

た
い
」と
話
し
ま
す
。

エンダイブの産地は全国的にも少なく、「里海野菜」で
産地を守ろうと取り組みを進める井平部会長四角く包装したエンダイブ

ＪＡ晴れの国岡山
内藤敏男組合長

かぼちゃおからプリン
～茄子のキャラメリゼを添えて～

おから入りだんご豆乳ぜんざい

その他の
受賞レシピは
こちら▶

【材料/3人分】

【つくりかた】

カボチャとナスは相性が良いので一緒に食べること
で、ガン予防・美肌効果・免疫力の向上に大いに
期待できます！！

カボチャ・・２００g
生おから・・１００g
卵・・２個(１００g)
砂糖・・・・・・・５０g
牛乳・・・・・２００ｍｌ

【材料/４人分】
白玉粉・・・・・・・・・５０g
絹豆腐・・・・・・・・３０g
おから・・・・・・・・・３０g
つぶあん・・・・・・１００g
水・・・・・・・・・・・３０ｍｌ
豆乳・・・・・・・・・・適量
イチゴ・キウイ・・適量

1.カボチャを皮付きのまま一口大に切り、沸騰した湯で柔ら
かくなるまでゆでる。
2.①をザルに上げ、熱い内につぶして裏ごしをする。
3.ボウルに卵を割り入れ、溶きほぐす。
4.③に砂糖を加え、混ぜる。
5.牛乳を沸騰直前まで温め、④に加えてしっかり混ぜる。
6.ふるいで⑤をこし、②と生おからを加えてしっかり混ぜる。
7.耐熱容器に⑥を入れ、細かい泡を取り除く。
8.鍋の底に布巾を敷き⑦を置き、鍋肌から沸騰した湯をそっ
と鍋に注ぐ。
9.最初は中火で１分半→途中で弱火７分→火を止めて蓋をし
たまま１５分蒸し、冷蔵庫で冷やす。

【つくりかた】
1.白玉粉に絹豆腐・おからを入れ、1つにま
とまるまでこねる。１０～１２等分し、丸めて
ゆでる。
2.鍋につぶあん・水を入れてひと煮立ちする。
3.器に②・①・イチゴ・キウイをのせ、最後に
豆乳をたらして完成。

〈ナスのキャラメリゼ〉
1.ナスを１㎝の角切りにする。
2.フライパンにバターと砂糖を入れ、弱火で溶か
したら①のナスを並べる。
3.全体に焼き色がついたらクッキングシートの上
に間隔をあけて広げて冷ます。
4.プリンの上に乗せる。

〈クレームシャンティー〉
1.ボウルに生クリームを入れ、砂糖を加え、角が
立つまでしっかり泡立てる。
2.絞り袋に入れプリンの上に絞る。

キャラメリゼ
ナス・・・・・・５０g
バター・・・・１５g
砂糖・・・・・１５g

クレームシャンティー
生クリーム・・５０ｍｌ
砂糖・・・・・・・・３ｇ

体にも環境にもやさしい

矢神毎戸営農組合（矢掛アグリセンター管内）

水田利用でタマネギ・キャベツ

山陽エンダイブ部会（東部広域営農経済センター管内）

知名度アップへ新たな取り組み

ここが
ポイント！

豆腐づくりでできるおからをおいしく再利用しましたここがポイント！

（上）収益性が高いキャベツ
を導入。里海野菜の取り組
みによって環境保全にも貢
献する／（下）鉄コンテナで
JAの集荷場に持ち込み、そ
のまま加工業者に出荷する

JA晴れの国岡山賞
２点を紹介します

　地産地消・国消国産こそが「One Health」につながり、どの作品も甘さ
控えめで素材本来の風味や香りがいき、食べやすく工夫されていました。
　ＪＡでは晴ればれ直行便事業などを通じて管内直売所を拠点とした地産
地消に取り組み、誰もが健康に暮らせる地域社会に貢献します。今回
のコンテストを機に「食材をムダなく使う」「旬のものをたべる」「地元で採れ
た農産物を選ぶ」といった消費行動につながり、食料生産を担う農業を
応援したいと思っていただければ幸いです。

こちらも
チェック！

取組事例

1

取組事例

2

審
査
に
あ
た
っ
て

た
か
つ
き
し
ゅ
う
じ
ろ
う

ないとう としお

い
ひ
ら
し
げ
よ
し

やがみまいど

ワン ヘルス
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山
陽
エ
ン
ダ
イ
ブ
部
会
は
、
昨
年
５

月
か
ら「
里
海
野
菜
」の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
コ
ロ
ナ
禍
。
主
な
取
引
先

で
あ
る
飲
食
店
が
大
き
な
影
響
を
受
け
、

エ
ン
ダ
イ
ブ
も
販
売
が
低
迷
。
価
格
が

暴
落
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
が
、Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
通
し
消
費
の

回
復
、
新
た
な
フ
ァ
ン
獲
得
に
奮
闘
し

て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
の「
瀬
戸
内
か
き

が
ら
ア
グ
リ
事
業
」の
活
動
に
参
画
し
ま

し
た
。「
里
海
野
菜
」と
し
て
付
加
価
値

を
つ
け
知
名
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　
取
り
組
み
は
部
会
全
体
で
行
い
、
全

量
を「
里
海
野
菜
」と
し
て
出
荷
し
て
い

ま
す
。Ｊ
Ａ
の
協
力
の
も
と
土
壌
診
断
を

定
期
的
に
行
い
、
結
果
を
も
と
に
牡
蠣

殻
肥
料
を
散
布
。
環
境
に
配
慮
し
た
施

肥
体
系
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
エ
ン
ダ
イ

ブ
の
魅
力
、
生
産
者
の
取
り
組
み
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

出
荷
箱
な
ど
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
つ
け
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
も
一
緒
に
梱
包
し
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
環
境
保
全
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み

に
、同
部
会
の
井
平
茂
芳
部
会
長
は「
す

ぐ
に
結
果
が
出
る
わ
け
で
は
な
く
、
小

さ
な
積
み
重
ね
の
連
続
だ
が
、
合
わ
せ

る
と
県
全
体
の
大
き
な
成
果
と
な
る
。

部
会
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
」と

話
し
、「
環
境
を
考
え
た
栽
培
で
、
選

ば
れ
る
野
菜

を
作
り
た

い
」と
意
気

込
み
ま
す
。

特集

　
矢
掛
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
管
内
で
水
田
18

㌶
を
担
う
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神
毎
戸
営
農
組
合
は
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海
米
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里
海
野
菜
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ど
ち
ら
も
取
り

入
れ
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持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
知

恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。
米
で
の
実
証
を
踏

ま
え
、
数
年
前
か
ら
タ
マ
ネ
ギ
・
キ
ャ
ベ

ツ
の
栽
培
で
、
牡
蠣
殻
を
加
工
し
た
土

壌
改
良
材
を
土
壌
診
断
に
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づ
い
て
施
用
。
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ツ
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冬
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に
収
穫
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、
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に
よ
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性
を
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め
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ま
す
。
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合
長
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海
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で
田

ん
ぼ
の
生
態
系
が
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善
し
、
稲
の
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張
り
、

倒
伏
軽
減
の
効
果
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え
る
よ
う
に
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っ
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で
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牡
蠣
殻
に
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ま
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る
ミ

ネ
ラ
ル
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
食
味
に
良
い
影

響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」と
実
感

し
ま
す
。「
農
家
の
環
境
保
全
に
対
す
る

努
力
を
消
費
者
に
も
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
適
正
な
価
格
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形
成
す
る
こ
と
に

な
り
、
ひ
い
て
は
国
消
国
産
、
地
域
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
」と
続
け
ま
す
。

　
旗
振
り
役
を
担
う
の
が
矢
掛
ア
グ
リ
セ

ン
タ
ー
で
す
。Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
と
契
約

し
、
加
工
業
務
用
で
出
荷
す
る
体
制
を

整
え
ま
し
た
。
町
と
も
連
携
し
、
水
田

活
用
交
付
金
で
作
付
け
を
後
押
し
。
大

型
物
流
容
器「
鉄
コ
ン
テ
ナ
」で
荷
受
け
す

る
こ
と
で
農
家
の
作
業
負
担
を
減
ら
し
て

い
ま
す
。

　
担
当
者
は「
野
菜
は
収
益
性
が
高
く
業

者
か
ら
の
引
き
合
い
も
強
い
。
環
境
保
全

に
も
貢
献
で
き
る
点
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
持

続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
推
進
し

た
い
」と
話
し
ま
す
。

エンダイブの産地は全国的にも少なく、「里海野菜」で
産地を守ろうと取り組みを進める井平部会長四角く包装したエンダイブ

ＪＡ晴れの国岡山
内藤敏男組合長

かぼちゃおからプリン
～茄子のキャラメリゼを添えて～

おから入りだんご豆乳ぜんざい

その他の
受賞レシピは
こちら▶

【材料/3人分】

【つくりかた】

カボチャとナスは相性が良いので一緒に食べること
で、ガン予防・美肌効果・免疫力の向上に大いに
期待できます！！

カボチャ・・２００g
生おから・・１００g
卵・・２個(１００g)
砂糖・・・・・・・５０g
牛乳・・・・・２００ｍｌ

【材料/４人分】
白玉粉・・・・・・・・・５０g
絹豆腐・・・・・・・・３０g
おから・・・・・・・・・３０g
つぶあん・・・・・・１００g
水・・・・・・・・・・・３０ｍｌ
豆乳・・・・・・・・・・適量
イチゴ・キウイ・・適量

1.カボチャを皮付きのまま一口大に切り、沸騰した湯で柔ら
かくなるまでゆでる。
2.①をザルに上げ、熱い内につぶして裏ごしをする。
3.ボウルに卵を割り入れ、溶きほぐす。
4.③に砂糖を加え、混ぜる。
5.牛乳を沸騰直前まで温め、④に加えてしっかり混ぜる。
6.ふるいで⑤をこし、②と生おからを加えてしっかり混ぜる。
7.耐熱容器に⑥を入れ、細かい泡を取り除く。
8.鍋の底に布巾を敷き⑦を置き、鍋肌から沸騰した湯をそっ
と鍋に注ぐ。
9.最初は中火で１分半→途中で弱火７分→火を止めて蓋をし
たまま１５分蒸し、冷蔵庫で冷やす。

【つくりかた】
1.白玉粉に絹豆腐・おからを入れ、1つにま
とまるまでこねる。１０～１２等分し、丸めて
ゆでる。
2.鍋につぶあん・水を入れてひと煮立ちする。
3.器に②・①・イチゴ・キウイをのせ、最後に
豆乳をたらして完成。

〈ナスのキャラメリゼ〉
1.ナスを１㎝の角切りにする。
2.フライパンにバターと砂糖を入れ、弱火で溶か
したら①のナスを並べる。
3.全体に焼き色がついたらクッキングシートの上
に間隔をあけて広げて冷ます。
4.プリンの上に乗せる。

〈クレームシャンティー〉
1.ボウルに生クリームを入れ、砂糖を加え、角が
立つまでしっかり泡立てる。
2.絞り袋に入れプリンの上に絞る。

キャラメリゼ
ナス・・・・・・５０g
バター・・・・１５g
砂糖・・・・・１５g

クレームシャンティー
生クリーム・・５０ｍｌ
砂糖・・・・・・・・３ｇ

体にも環境にもやさしい

矢神毎戸営農組合（矢掛アグリセンター管内）

水田利用でタマネギ・キャベツ

山陽エンダイブ部会（東部広域営農経済センター管内）

知名度アップへ新たな取り組み

ここが
ポイント！

豆腐づくりでできるおからをおいしく再利用しましたここがポイント！

（上）収益性が高いキャベツ
を導入。里海野菜の取り組
みによって環境保全にも貢
献する／（下）鉄コンテナで
JAの集荷場に持ち込み、そ
のまま加工業者に出荷する

JA晴れの国岡山賞
２点を紹介します

　地産地消・国消国産こそが「One Health」につながり、どの作品も甘さ
控えめで素材本来の風味や香りがいき、食べやすく工夫されていました。
　ＪＡでは晴ればれ直行便事業などを通じて管内直売所を拠点とした地産
地消に取り組み、誰もが健康に暮らせる地域社会に貢献します。今回
のコンテストを機に「食材をムダなく使う」「旬のものをたべる」「地元で採れ
た農産物を選ぶ」といった消費行動につながり、食料生産を担う農業を
応援したいと思っていただければ幸いです。

こちらも
チェック！

取組事例

1

取組事例

2

審
査
に
あ
た
っ
て

た
か
つ
き
し
ゅ
う
じ
ろ
う

ないとう としお

い
ひ
ら
し
げ
よ
し

やがみまいど
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１．ナスは横に２～３等分し、厚さ１ｃｍの拍子切りにする。
２．フライパンにサラダ油を入れ中火で豚ひき肉を炒める。
３．②に①を加え、塩・コショウで味を整えてさらに炒め、みじん切りに
したニンニクで香り付けをする。

4．③を３等分にしてそれぞれ、カレー粉・トマトソース・トマトとセロリの
ソースを混ぜる。

5．④が冷めたら、春巻きの皮を広げ、中央に斜めになるようにのせ具材
を巻いて、巻き終わりに水溶き小麦粉（分量外）をぬってとめる。

6．フライパンに油を2cmの深さに入れて、⑤をきつね色になるまで4分
ほど揚げる。

［つくりかた］
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１．ナスは横に２～３等分し、厚さ１ｃｍの拍子切りにする。
２．フライパンにサラダ油を入れ中火で豚ひき肉を炒める。
３．②に①を加え、塩・コショウで味を整えてさらに炒め、みじん切りに
したニンニクで香り付けをする。

4．③を３等分にしてそれぞれ、カレー粉・トマトソース・トマトとセロリの
ソースを混ぜる。

5．④が冷めたら、春巻きの皮を広げ、中央に斜めになるようにのせ具材
を巻いて、巻き終わりに水溶き小麦粉（分量外）をぬってとめる。

6．フライパンに油を2cmの深さに入れて、⑤をきつね色になるまで4分
ほど揚げる。

［つくりかた］
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ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

高温・多湿を好み菜園に向く
ショウガ

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
と
と
も
に

学
校
の
敷
地
内
で
秋
冬
野
菜

を
栽
培
中
！
寒
い
中
の
作
業

で
す
が
、
収
穫
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

根元から慎重に

刈り取りました
。

立
派
に
育
ち
う
れ
し
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は

防
寒
の
た
め

ト
ン
ネ
ル
栽
培
。

■
お
す
す
め
資
材

❶JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料
窒素・リン酸・カリに加え、
微量要素をバランスよく配
合し、野菜の元肥・追肥に
幅広く使えます。

❷化成肥料14-14-14

野菜・果樹・花など幅
広く使えます。高成分な
ので少量投入で経済
的です。

「家庭菜園」の
バックナンバーは

こちら！

チェック！

サンからのアドバイス

霜が降りる時期が迫ってきたら葉色を
よく観察し、黄化して成長が止まるの
を見計らって畝ごとに深く鍬を打ち込ん
で、傷つけないよう掘り上げよう。霜
や低温で傷んでしまうため、寒さが厳
しくなる前に収穫を済ませよう。

晩秋になり、根茎が十分に肥大してから掘り上げる。
霜を受けると腐りが多くなる。

❼ 収穫

❷
化成肥料
14-14-14
50g

畝の長さ１ｍ当たり

7月中～下旬

２回目

❷
化成肥料
14-14-14
50g

畝の長さ１ｍ当たり

8月中旬までに追肥を終える

３回目

１回目

草丈が15ｃｍぐらいに伸びた
とき、肥料を畝の両側にばら
まいて軽く土寄せする。

❻ 追肥・土寄せ

❺ 除草・敷きワラ

除草は早めに
入念に

畝に深さ10cmの溝を掘る。
芽を上に向けて種ショウガを置く。

覆土の厚さは4～5cm程度。土をかけすぎると、萌芽
が遅くなる。薄いと乾燥しやすく肥大が劣る。

❹ 植え付け

ショウガは乾燥に極端に弱いので、発芽したら株元に敷
きワラをする。特に梅雨が明けた以降、夏場の乾燥期は
水切れにならないように細心の注意を払う。多湿を好むの
で水やりをしっかりと行うことが大切だが、水が溜まるほど
与えると生育が悪くなったり、腐ったりするので気を付ける。

植え付けの１週間前に元肥をまいて幅
60cm、高さ10～20cmの畝を作る。

❸ 元肥入れ

❷ 土づくり
連作すると病害が出やすいので、３～４年間はショウ
ガを栽培していない畑を選ぶ。植え付け2週間前まで
に畑全面に苦土石灰・堆肥を施用し深く耕す。

苦土石灰
100ｇ

完熟堆肥
3kg

１㎡あたり

１片の種ショウガにつき、芽が３～４個あれば十分なので、
大きい種ショウガは１片５０ｇくらいの大きさになるように分割
する。

ショウガの初期生育は、種ショウガの品質に
左右されるので状態のよいものを選ぶことが重
要。よい種ショウガは、みずみずしくて色つや
がよく、黒い病害痕がなく、白く伸び始めた
小さい芽が数多く見られる。

種ショウガの良し悪しで、栽培成果が決定的に左右される。

❶ 種ショウガの準備

２５～２８度が最適温、
15度以上で発芽します。
十分に暖かくなった頃
に植え付けます。無病で
充実した種ショウガの確
保が大切です。

倉敷アグリセンター

加計　博正

教えてくれるのは
この人！！

 　植え付け　 　収穫

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

栽培スケジュール

畝の長さ１ｍ当たり

❶
野菜の肥料
60ｇ

❷
化成肥料
14-14-14
30g

畝の長さ１ｍ当たり

20～30cm

肥料

かけい ひろまさ

ほうが
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す
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す
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Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
と
協
力
し
、
特
産
を
使
っ
た
加

工
品
づ
く
り
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
黒
大
豆「
作

州
黒
」と
沖
縄
県
の「
黒
糖
」を
使
用
し
た
、
羊
羮

を
試
作
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
全
中
主
催
の
九
州
・
沖

縄
地
区
の「
大
会
決
議
・
自
己
改
革
実
践
ト
ッ
プ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
参
加
し
た
内
藤
敏
男
組
合
長
が
黒

糖
生
産
の
実
状
に
共
鳴
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
黒
糖
は
沖
縄
県
に
点
在
す
る
離
島
で
栽
培
か
ら

製
糖
ま
で
を
行
い
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
独
特
の

風
味
と
コ
ク
が
特
長
。
原
料
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、

基
幹
作
物
と
し
て
栽
培
、
耕
地
面
積
の
４
割
を
占

め
ま
す
。
離
島
か
ら
の
人
口
流
出
を
防
ぎ
、
国
土

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

需
要
低
迷
な
ど
の
影
響
で
在
庫
を
抱
え
る
な
ど
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
１
月
下
旬
に
は
、
岡
山
市
で
開
か
れ
た
中
四
国

地
区
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
試
作
品
を
披
露
。「
作

州
黒
の
味
わ
い
よ
う
か
ん
」を
、
黒
糖
の
風
味
が
ふ

ん
わ
り
と
感
じ
る
ほ
ど
よ
い
甘
さ
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は「
黒
糖
の
味
と
香
り
の
バ
ラ
ン

ス
が
よ
く
、
黒
豆
の
食
感
も
楽
し
め
る
」と
好
評

で
し
た
。

　
内
藤
組
合
長
は「
２
つ
の
特
産
品
の
強
み
を
生
か

し
た
商
品
開
発
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
両
Ｊ
Ａ

の
連
携
強
化
の
礎
と
し
た
い
」と
展
望
し
ま
す
。

　
今
後
は
商
品
化
に
向
け
た
商
品
名
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
な
ど
を
検
討
。
地
域
・
協
同
組
合
間
の
連
携
を

強
化
し
、
食
と
農
を
守
り
ま
す
。

　支店の統廃合により２月２６日、倉敷市に２支店、津
山市に１支店を新築オープンしました。帯江・豊洲・茶
屋町の各支店を倉敷東支店、粒江・藤戸・児島の各
支店を倉敷南支店、津山南を津山東支店に統合。３支
店ともに、建物の壁面はガラスを多く取り入れ、開放感
のある明るい店内に金融共済窓口と相談ブースを設けま
した。当日は開店と同時に多くの人で賑わい、利用者は

「駐車場も広く利用しやすくなった」と話しました。
　倉敷東支店の敷地内には４月下旬にオープン予定の
農産資材店・倉敷東アグリセンターを併設するなど、利
便性を高め、組合員や地域住民の拠り所になる店舗を
目指します。

　中国学園大学で地域課題の解決などを学ぶ
学生が、久米南町特産のユズを使ったメニュー
を開発し、試食会を開きました。産官学が連携し、
食を通じて地域活性化を目指す取り組みの１つ。
久米南ユズ部会が出荷する加工用ユズを使い、
レシピ開発で特産品の可能性を広げ、ＰＲや将来
の担い手対策につなげます。
　学生からの呼びかけで取り組みに協力した
ANAクラウンプラザホテル岡山がスイーツとバ
ターを開発。学生がドリンクメニューを提案しま
した。
　学生は「収穫体験などを通じて初めて特産品
の問題などに気づいた。取り組みを通じて町の
魅力を知ってほしい」と話しました。
　浦上克己部会長は「これを契機に知名度を高
め、耕作放棄地や担い手不足などの問題解決に
つながってほしい」と力を込めました。

　女性部は１月下旬、倉敷市でＪＡ常勤役員
との対話集会を開きました。対話事項は、①
ＪＡの中での女性部組織の役割について②女
性部とＪＡの関わりについて提起。
　ＪＡ役員は「ＪＡ運営には女性部の力が不可
欠。組合員との関係強化の橋渡しの役割を
担っている」とし、「特に食農教育やイベント
参加などの地域活動が次世代への理解醸成

やＪＡとの接点づくりにつながる」と話しました。
　フレッシュミズ部会の松尾早耶香部会長は、
フレミズ世代が継続して活動を続けられるよう、
ミドル世代の新たな組織立ち上げについて要
望。内藤敏男組合長は「女性部員自身が楽し
み、その姿勢を見せ、活動を続けていくこと
が大切。組織活性化のため前向きに支援し
ていく」と課題解決に共通の認識を示しました。

　JAグループ岡山は、能登半島地震で甚大な被害を受
けた被災地へ支援を行っています。
　２月上旬には、要望のあったペットボトル入りの水５０
箱（２ℓ６本入り）を贈りました。物流網の混乱を考慮し、
JAグループ鳥取・広島と配送を一本化して共同で物資
を提供しました。
　当JAでは、２月下旬まで全支店・事業所で募金活動
も実施し、女性部員・JA職員のほか、店舗窓口に設置
した募金箱合わせて１,２３１,９１１円が集まりました。
　内藤敏男組合長は「今後も被災地の意向を踏まえなが
ら、継続的に支援をしていきたい」と話します。

　
２
０
２
３
年
度
の
ブ
ド
ウ
販
売
金
額
が
前
年
対
比

１
１
１
％
と
、
過
去
最
高
の
78
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

記
録
的
な
猛
暑
や
渇
水
な
ど
で
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
の
黒
系

ブ
ド
ウ
の
着
色
に
苦
戦
し
た
産
地
も
あ
り
ま
し
た
が
、

面
積
が
拡
大
し
て
い
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
全
体
を

け
ん
引
。
数
量
・
販
売
金
額
と
も
に
大
き
く
伸
ば
し
ま

し
た
。
各
地
区
で
は
目
標
達
成
の
報
告
や
共
進
会
な
ど

の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
津
山
統
括
本
部

は
、
目
標
の
10
億

円
を
上
回
る
販
売

高
を
達
成
。
２
月

中
旬
、
津
山
地
域

ぶ
ど
う
推
進
大
会

を
開
き
、
成
果
を

報
告
し
ま
し
た
。

久
米
南
ぶ
ど
う
部

会
の
大
山
正
紀
部

会
長
は「
安
全
安

心
で
お
い
し
い
ブ

ド
ウ
を
消
費
者
に

提
供
す
る
と
い
う

原
点
に
立
ち
返
り
、

正
直
な
仕
事
で
信

頼
に
つ
な
げ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

ブ
ド
ウ
過
去
最
高
78
億
円
超

シ
ャ
イ
ン
全
体
を
け
ん
引

　
1
月
末
に
岡
山
市
で
開
か
れ
た
自
己
改
革
実

践
ト
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
内
藤
敏
男
組
合
長
が

先
進
事
例
と
し
て
実
践
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
８
統
括
本
部
へ
の
運
営
委
員
会
の
設
置
や
、

准
組
合
員
・
直
売
所
利
用
者
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
意
見
・
要
望
を
聞
き
取
る
な
ど
対
話
活
動
を

強
化
。
産
地
と
直
売
所
を
結
ぶ「
晴
れ
ば
れ
直
行

便
」で
は
、
広
域
性
を
い
か
し
た
農
産
物
の
リ
レ
ー

出
荷
で
販
売
時
期
の
延
長
を
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
選
果
場
の
出
荷
物
を
自
家
便
で
運
ぶ
こ

と
で
、
市
場
手
数
料
や
輸
送
コ
ス
ト
削
減
を
図
る

な
ど
、
農
家
所
得
の
増
大
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
内
藤
組
合
長
は「
大
型
直
売
所
を
拠
点
に
食

と
農
の
魅
力
を
発
信
し
、
生
産
資
材
の
コ
ス
ト
低

減
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
な
ど
で

自
己
改
革
を
一
層
進
め
て
い
く
」と
述
べ
ま
し
た
。

取
り
組
み
を
発
表

自
己
改
革
の
実
践
共
有

自
己
改
革
実
践
中
！

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

ユズ使いメニュー開発
産官学で地域活性化

役員と女性部が対話
地域・組織の活性へ

能登地震の被災地へ
物資や募金送る

倉
敷
東
・
倉
敷
南
・
津
山
東

３
支
店
を
新
築
オ
ー
プ
ン

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

取り組みを発表する内藤組合長

ＪＡおきなわと連携
「黒糖」と「作州黒®」で商品化

完成した試作品を披露する内藤組合長とＪＡおき
なわの前田典男理事長（右）

ＪＡ役員との対話集会で意見を述べる女性部員

メニューを試食
する生産者と
学生

（上）支援物資を積み込むＪＡ
グループ職員／（左）ＪＡ窓口に
設置した募金箱

共進会で輝かしい
成績をおさめた生
産者ら（津山地域
ぶどう推進大会）

２階に多目的兼会議室も備えた倉敷東支店明るく親しみやすい雰囲気の倉敷南支店ゆったりとした敷地で駐車もしやすい津山東支店

店舗コードなど
詳しくはこちら

な
い
と
う
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し
お

な
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と
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お
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Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
と
協
力
し
、
特
産
を
使
っ
た
加

工
品
づ
く
り
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
黒
大
豆「
作

州
黒
」と
沖
縄
県
の「
黒
糖
」を
使
用
し
た
、
羊
羮

を
試
作
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
全
中
主
催
の
九
州
・
沖

縄
地
区
の「
大
会
決
議
・
自
己
改
革
実
践
ト
ッ
プ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
参
加
し
た
内
藤
敏
男
組
合
長
が
黒

糖
生
産
の
実
状
に
共
鳴
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
黒
糖
は
沖
縄
県
に
点
在
す
る
離
島
で
栽
培
か
ら

製
糖
ま
で
を
行
い
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
独
特
の

風
味
と
コ
ク
が
特
長
。
原
料
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、

基
幹
作
物
と
し
て
栽
培
、
耕
地
面
積
の
４
割
を
占

め
ま
す
。
離
島
か
ら
の
人
口
流
出
を
防
ぎ
、
国
土

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

需
要
低
迷
な
ど
の
影
響
で
在
庫
を
抱
え
る
な
ど
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
１
月
下
旬
に
は
、
岡
山
市
で
開
か
れ
た
中
四
国

地
区
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
試
作
品
を
披
露
。「
作

州
黒
の
味
わ
い
よ
う
か
ん
」を
、
黒
糖
の
風
味
が
ふ

ん
わ
り
と
感
じ
る
ほ
ど
よ
い
甘
さ
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は「
黒
糖
の
味
と
香
り
の
バ
ラ
ン

ス
が
よ
く
、
黒
豆
の
食
感
も
楽
し
め
る
」と
好
評

で
し
た
。

　
内
藤
組
合
長
は「
２
つ
の
特
産
品
の
強
み
を
生
か

し
た
商
品
開
発
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
両
Ｊ
Ａ

の
連
携
強
化
の
礎
と
し
た
い
」と
展
望
し
ま
す
。

　
今
後
は
商
品
化
に
向
け
た
商
品
名
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
な
ど
を
検
討
。
地
域
・
協
同
組
合
間
の
連
携
を

強
化
し
、
食
と
農
を
守
り
ま
す
。

　支店の統廃合により２月２６日、倉敷市に２支店、津
山市に１支店を新築オープンしました。帯江・豊洲・茶
屋町の各支店を倉敷東支店、粒江・藤戸・児島の各
支店を倉敷南支店、津山南を津山東支店に統合。３支
店ともに、建物の壁面はガラスを多く取り入れ、開放感
のある明るい店内に金融共済窓口と相談ブースを設けま
した。当日は開店と同時に多くの人で賑わい、利用者は

「駐車場も広く利用しやすくなった」と話しました。
　倉敷東支店の敷地内には４月下旬にオープン予定の
農産資材店・倉敷東アグリセンターを併設するなど、利
便性を高め、組合員や地域住民の拠り所になる店舗を
目指します。

　中国学園大学で地域課題の解決などを学ぶ
学生が、久米南町特産のユズを使ったメニュー
を開発し、試食会を開きました。産官学が連携し、
食を通じて地域活性化を目指す取り組みの１つ。
久米南ユズ部会が出荷する加工用ユズを使い、
レシピ開発で特産品の可能性を広げ、ＰＲや将来
の担い手対策につなげます。
　学生からの呼びかけで取り組みに協力した
ANAクラウンプラザホテル岡山がスイーツとバ
ターを開発。学生がドリンクメニューを提案しま
した。
　学生は「収穫体験などを通じて初めて特産品
の問題などに気づいた。取り組みを通じて町の
魅力を知ってほしい」と話しました。
　浦上克己部会長は「これを契機に知名度を高
め、耕作放棄地や担い手不足などの問題解決に
つながってほしい」と力を込めました。

　女性部は１月下旬、倉敷市でＪＡ常勤役員
との対話集会を開きました。対話事項は、①
ＪＡの中での女性部組織の役割について②女
性部とＪＡの関わりについて提起。
　ＪＡ役員は「ＪＡ運営には女性部の力が不可
欠。組合員との関係強化の橋渡しの役割を
担っている」とし、「特に食農教育やイベント
参加などの地域活動が次世代への理解醸成

やＪＡとの接点づくりにつながる」と話しました。
　フレッシュミズ部会の松尾早耶香部会長は、
フレミズ世代が継続して活動を続けられるよう、
ミドル世代の新たな組織立ち上げについて要
望。内藤敏男組合長は「女性部員自身が楽し
み、その姿勢を見せ、活動を続けていくこと
が大切。組織活性化のため前向きに支援し
ていく」と課題解決に共通の認識を示しました。

　JAグループ岡山は、能登半島地震で甚大な被害を受
けた被災地へ支援を行っています。
　２月上旬には、要望のあったペットボトル入りの水５０
箱（２ℓ６本入り）を贈りました。物流網の混乱を考慮し、
JAグループ鳥取・広島と配送を一本化して共同で物資
を提供しました。
　当JAでは、２月下旬まで全支店・事業所で募金活動
も実施し、女性部員・JA職員のほか、店舗窓口に設置
した募金箱合わせて１,２３１,９１１円が集まりました。
　内藤敏男組合長は「今後も被災地の意向を踏まえなが
ら、継続的に支援をしていきたい」と話します。

　
２
０
２
３
年
度
の
ブ
ド
ウ
販
売
金
額
が
前
年
対
比

１
１
１
％
と
、
過
去
最
高
の
78
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

記
録
的
な
猛
暑
や
渇
水
な
ど
で
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
の
黒
系

ブ
ド
ウ
の
着
色
に
苦
戦
し
た
産
地
も
あ
り
ま
し
た
が
、

面
積
が
拡
大
し
て
い
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
全
体
を

け
ん
引
。
数
量
・
販
売
金
額
と
も
に
大
き
く
伸
ば
し
ま

し
た
。
各
地
区
で
は
目
標
達
成
の
報
告
や
共
進
会
な
ど

の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
津
山
統
括
本
部

は
、
目
標
の
10
億

円
を
上
回
る
販
売

高
を
達
成
。
２
月

中
旬
、
津
山
地
域

ぶ
ど
う
推
進
大
会

を
開
き
、
成
果
を

報
告
し
ま
し
た
。

久
米
南
ぶ
ど
う
部

会
の
大
山
正
紀
部

会
長
は「
安
全
安

心
で
お
い
し
い
ブ

ド
ウ
を
消
費
者
に

提
供
す
る
と
い
う

原
点
に
立
ち
返
り
、

正
直
な
仕
事
で
信

頼
に
つ
な
げ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

ブ
ド
ウ
過
去
最
高
78
億
円
超

シ
ャ
イ
ン
全
体
を
け
ん
引

　
1
月
末
に
岡
山
市
で
開
か
れ
た
自
己
改
革
実

践
ト
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
内
藤
敏
男
組
合
長
が

先
進
事
例
と
し
て
実
践
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
８
統
括
本
部
へ
の
運
営
委
員
会
の
設
置
や
、

准
組
合
員
・
直
売
所
利
用
者
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
意
見
・
要
望
を
聞
き
取
る
な
ど
対
話
活
動
を

強
化
。
産
地
と
直
売
所
を
結
ぶ「
晴
れ
ば
れ
直
行

便
」で
は
、
広
域
性
を
い
か
し
た
農
産
物
の
リ
レ
ー

出
荷
で
販
売
時
期
の
延
長
を
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
選
果
場
の
出
荷
物
を
自
家
便
で
運
ぶ
こ

と
で
、
市
場
手
数
料
や
輸
送
コ
ス
ト
削
減
を
図
る

な
ど
、
農
家
所
得
の
増
大
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
内
藤
組
合
長
は「
大
型
直
売
所
を
拠
点
に
食

と
農
の
魅
力
を
発
信
し
、
生
産
資
材
の
コ
ス
ト
低

減
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
な
ど
で

自
己
改
革
を
一
層
進
め
て
い
く
」と
述
べ
ま
し
た
。

取
り
組
み
を
発
表

自
己
改
革
の
実
践
共
有

自
己
改
革
実
践
中
！

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

ユズ使いメニュー開発
産官学で地域活性化

役員と女性部が対話
地域・組織の活性へ

能登地震の被災地へ
物資や募金送る

倉
敷
東
・
倉
敷
南
・
津
山
東

３
支
店
を
新
築
オ
ー
プ
ン

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

取り組みを発表する内藤組合長

ＪＡおきなわと連携
「黒糖」と「作州黒®」で商品化

完成した試作品を披露する内藤組合長とＪＡおき
なわの前田典男理事長（右）

ＪＡ役員との対話集会で意見を述べる女性部員

メニューを試食
する生産者と
学生

（上）支援物資を積み込むＪＡ
グループ職員／（左）ＪＡ窓口に
設置した募金箱

共進会で輝かしい
成績をおさめた生
産者ら（津山地域
ぶどう推進大会）

２階に多目的兼会議室も備えた倉敷東支店明るく親しみやすい雰囲気の倉敷南支店ゆったりとした敷地で駐車もしやすい津山東支店

店舗コードなど
詳しくはこちら

な
い
と
う
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お
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い
と
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お
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勝
英
女
性
部
美
作
支
部
は
１
月
上
旬
、
勝

英
地
域
の
特
産
黒
大
豆「
作
州
黒
」を
使
っ
た

み
そ
を
仕
込
み
ま
し
た
。

　
約
10
ヵ
月
で
う
っ
す
ら
黒
く
、「
作
州
黒
」の

濃
厚
さ
と
香
ば
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
絶
品
み

そ
に
仕
上
が
り
ま
す
。
販
売
用
の
ほ
か
、
食
文

化
の
伝
承
事
業
と
し
て
、
希
望
者
に
部
員
が

指
導
し
な
が
ら
一
緒
に
仕
込
む
取
り
組
み
も
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
み
そ
を
購
入
し
、
フ
ァ

ン
に
な
っ
た
県
外
か
ら
の
観
光
客
も
体
験
に
来

る
な
ど
、
地
域
に
人
を
呼
び
込
む
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　交通事故防止に役立ててもらおうと
県内１３市１０町２村へ交通安全機器
２,６８７点を寄贈しました。
　１月下旬には、内藤敏男組合長ら
役職員６人が倉敷市庁舎を訪れ「地域
の安全安心のために使ってほしい」と、
伊東香織市長に防曇カーブミラー２７
基・夜光たすき７８３本の目録を手渡
しました。
　伊東市長は「カーブミラーや夜光たす
きなどは地域からの要望も多い。交通
事故がゼロになるよう役立てたい」と話し
ました。

　矢掛地区女性部は２月
上旬、「きらりふれあい料
理教室」で矢掛町立川面
小学校３年の児童にみそ
づくりを教えました。
　児童は女性部員やＪＡ
職員から、大豆を育てる
ことの大変さや、みそづく
りについて説明を受けた後、米麹・大豆・塩を混ぜ、ミン
チ機にかけてタルに詰めるまでを体験しました。半年ほどね
かせ、それぞれ自宅に持ち帰る予定です。
　児童は「空気が入らないよう丸めて、タルにたたきつけて
詰めるのがとても楽しかった。できあがりが楽しみ」と笑顔
をみせました。

　びほく女性部は２月下旬、高梁市で初めて「ふれ
あいボッチャ大会」を開きました。女性部員だけで
なく、次世代への女性部の活動周知も含めて参加
対象者を拡大。親子やＪＡ職員も加わり、総勢
６１人が交流を深めました。参加者は「年齢や性別
に関係なく楽しめる競技なので、次世代との交流に
は打って付けだった。今後も次世代の声に耳を傾
けながら、活動を展開していきたい」と話しました。

　新見地区の園芸品目各生産部会
は２月上旬に大会を開き、次年度
の販売高２２億円の目標達成に向
けて生産意欲を高め合いました。
地域特産のブドウ･モモ･トマト･リン
ドウの生産を中心に、農家所得の
増大、基幹産業の維持拡大を通じ
て山間部の活性化に貢献します。
　大会には生産者をはじめ関係者
２４０人が集まり、品質や実績で優
秀な成績を収めた生産者を表彰し
ました。関係機関との連携強化と
合わせ、産地の結束力を発揮して
いくことを確認しました。

　阿新ぶどう部会の中山正己部会
長は「地域ブランドに誇りを持ち安
全安心で高品質な生産に取り組も
う」と士気を高めました。
　内藤敏男組合長は「関係機関や
生産部会と一体となり安定生産と
有利販売に取り組んでいく」と結集
を呼び掛けました。

～仲間とともに未来をひらく～

　岡山東女性部佐伯支部では年間を通し、地産地
消の料理教室・端切れを使った座布団づくりなど、
地域に根差し、食と農や環境について考える活動を
しています。　　
　2023年度最後の活動には、みんなでさらに理解
を深めたいと「SDGｓ学習会」を開きました。日本の食
料自給率やフードロスなどに関する〇×クイズ大会を

実施。楽しくSDGsの必要性を学び、身近に
感じることができました。
　また、能登半島地震の発生を受け、災害

は他人事ではないと再認識してほ
しいという想いから、災害時に役
立つ情報を共有。風呂敷でできる
簡易バッグの作り方などを部員同士で教え合いました。
　活動を通じ、「自分たちにもまだまだできることはあ
る」と気持ちを新たにしました。今後も身近な人や地
域が『幸せ』な１年になることを目指し、部員同士、和
気あいあいと活動していきたいです。

ここから
簡単アクセス！

「
作
州
黒
®
」み
そ
仕
込
む

美
作
女
性
部
が
伝
承

Vol.24

風呂敷で
作ったリュック

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ブ
ド
ウ
生
産
者（
美
作
市
）

宮
脇 

舞
子
さ
ん（
33
）

混ぜ合わせた材料を
ミンチにする部員

伊
東
市
長（
左
）に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

手
渡
す
役
員

祖父母との一枚

　ＪＡＬの国際線で客室乗務員の仕事をしていましたが、
コロナ禍で時間ができた時、出身地の美作市大原地
区で祖父母が営むブドウ園の栽培を手伝い、植物や
自然に触れる楽しさに気がつきました。
　祖父母の離農を聞き、仕事をやめて一から農業をやって
みようと決意。県の研修制度を利用し、昨年４月からJＡ
の生産部会の農家のもとで作業を経験しました。世界中を
飛び回り忙しい生活をしていた頃と比べ、規則正しい毎日
で、心身ともに健康になり、研修もプライベートも楽しく充
実した１年でした。
　おいしいブドウを作るだけでなく、地域とのつながりを大
切に、新しい人を地域に呼び込める農家になれるよう、こ
の地で頑張りたいと思います。

園芸22億円へ新見地区
各部会が結集

皮まで無駄なく
ミカンをマーマレードに

「すがたをかえる大豆」
児童がみそづくり体験

県内13市10町２村へ
交通安全機器

ボッチャで交流
親子も参加

　
岡
山
西
女
性
部
玉
島
北
支
部
は
１
月
下

旬
、「
備
南
た
ま
し
ま
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」

で
、
地
元
産
食
材
を
使
っ
た
豚
汁
１
３
０
０

食
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
サ
ト
イ
モ
・
金
時

人
参
・
ゴ
ボ
ウ
な
ど
９
種
類
の
具
材
と
手
づ

く
り
み
そ
を
使
っ
た
約
２
０
０
㌔
を
調
理
。

８
種
の
コ
ー
ス
を
完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー
を
女

性
部
員
ら
約
20
人
が
出
迎
え
、
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
と
と
も
に
具
沢
山
の
豚
汁
を
手
渡
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は「
疲
れ
た
体
に
染
み
渡
る
お
い
し
さ
で
あ
り

が
た
い
」と
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　
三
宅
琇
子
支
部
長
は「
笑
顔
で
食
べ
て
も
ら
え
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
通
じ
て
、食
と
農
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
岡
山
東
女
性
部
日
生
支

部
は
２
月
下
旬
、
地
元
特

産
の
ミ
カ
ン
を
使
っ
た
マ
ー

マ
レ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。

実
だ
け
で
な
く
皮
ま
で
ミ
キ

サ
ー
に
か
け
て
丸
ご
と
使
い

ま
す
。
地
産
地
消
だ
け
で

な
く
、
規
格
外
の
ミ
カ
ン
も

使
い
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に
も

つ
な
げ
ま
す
。
年
に
１
回
の

恒
例
で
、
部
員
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
レ
シ
ピ
を

改
良
し
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
は「
毎
年
の
楽
し

み
。
皮
の
つ
ぶ
つ
ぶ
し
た

食
感
も
た
ま
ら
な
く
お

い
し
い
」と
完
成
を
喜
び

ま
し
た
。

地
産
地
消
の
豚
汁
１
３
０
０
食

ラ
ン
ナ
ー
に
振
る
舞
う

豚汁を振る舞う部員（右）

ミカンを茹でミキサーに
かける部員

米麹・大豆・塩を手で混ぜる児童
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山
東
女
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佐
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支
部

支
部
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和
美
さ
ん

結
び
合
せ
る
こ
と

で
完
成
す
る
の
で

も
と
に
戻
す
の
も

簡
単
で
す
！！

ボールを投げて目標球に近づけるかを競
う参加者

内
藤
組
合
長
か
ら
感
謝
状
を

受
け
取
る
生
産
者（
右
）

休日の
１コマ

母親の声を給食に
真庭女性部フレッシュミズ

意見を交換するフレッシュミズ部員と参加者

　
真
庭
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
と
未
就

学
児
の
親
子
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
勝
山
つ
ど
い
の

広
場
や
ま
っ
こ
」は
２
月
中
旬
、
真
庭
市
で
映

画「
希
望
の
給
食
」を
上
映
し
ま
し
た
。
全
国

で
地
産
地
消
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
材
料
を
取
り

入
れ
る
動
き
が
広
ま
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
体

を
作
る「
給
食
」に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
た

い
と
全
３
回
の
上
映
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を
企
画
。
親
子
連
れ
だ

け
で
な
く
、
市
議
・
栄
養
教
諭
・
農
家
ら
も

集
ま
り
ま
し
た
。

　
部
員
は「
子
ど
も
た
ち
の
口
に
入
る
ま
で
の
行

程
を
知
り
た
い
」な
ど
質
問
。
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給
食
推
進

室
の
職
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は
、「
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０
２
２
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度
は
里
海
米
・

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
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ひ
る
ぜ
ん
大
根
な
ど
地
元

食
材
を
31
%
使
用
。
３
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後
に
は
50
%
を
目
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に
進
め
、
行
事
食
や
郷
土
料
理
を
提
供
す
る
な

ど
食
育
に
も
つ
な
げ
て
い
る
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　
稲
田
晴
江
会
長
は「
自
治
体
の
協
力
も
得
て

一
歩
踏
み
出
せ
た
。
保
護
者
の
小
さ
な
声
が
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と
改
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に
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」と
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勝
英
女
性
部
美
作
支
部
は
１
月
上
旬
、
勝

英
地
域
の
特
産
黒
大
豆「
作
州
黒
」を
使
っ
た

み
そ
を
仕
込
み
ま
し
た
。

　
約
10
ヵ
月
で
う
っ
す
ら
黒
く
、「
作
州
黒
」の

濃
厚
さ
と
香
ば
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
絶
品
み

そ
に
仕
上
が
り
ま
す
。
販
売
用
の
ほ
か
、
食
文

化
の
伝
承
事
業
と
し
て
、
希
望
者
に
部
員
が

指
導
し
な
が
ら
一
緒
に
仕
込
む
取
り
組
み
も
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
み
そ
を
購
入
し
、
フ
ァ

ン
に
な
っ
た
県
外
か
ら
の
観
光
客
も
体
験
に
来

る
な
ど
、
地
域
に
人
を
呼
び
込
む
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　交通事故防止に役立ててもらおうと
県内１３市１０町２村へ交通安全機器
２,６８７点を寄贈しました。
　１月下旬には、内藤敏男組合長ら
役職員６人が倉敷市庁舎を訪れ「地域
の安全安心のために使ってほしい」と、
伊東香織市長に防曇カーブミラー２７
基・夜光たすき７８３本の目録を手渡
しました。
　伊東市長は「カーブミラーや夜光たす
きなどは地域からの要望も多い。交通
事故がゼロになるよう役立てたい」と話し
ました。

　矢掛地区女性部は２月
上旬、「きらりふれあい料
理教室」で矢掛町立川面
小学校３年の児童にみそ
づくりを教えました。
　児童は女性部員やＪＡ
職員から、大豆を育てる
ことの大変さや、みそづく
りについて説明を受けた後、米麹・大豆・塩を混ぜ、ミン
チ機にかけてタルに詰めるまでを体験しました。半年ほどね
かせ、それぞれ自宅に持ち帰る予定です。
　児童は「空気が入らないよう丸めて、タルにたたきつけて
詰めるのがとても楽しかった。できあがりが楽しみ」と笑顔
をみせました。

　びほく女性部は２月下旬、高梁市で初めて「ふれ
あいボッチャ大会」を開きました。女性部員だけで
なく、次世代への女性部の活動周知も含めて参加
対象者を拡大。親子やＪＡ職員も加わり、総勢
６１人が交流を深めました。参加者は「年齢や性別
に関係なく楽しめる競技なので、次世代との交流に
は打って付けだった。今後も次世代の声に耳を傾
けながら、活動を展開していきたい」と話しました。

　新見地区の園芸品目各生産部会
は２月上旬に大会を開き、次年度
の販売高２２億円の目標達成に向
けて生産意欲を高め合いました。
地域特産のブドウ･モモ･トマト･リン
ドウの生産を中心に、農家所得の
増大、基幹産業の維持拡大を通じ
て山間部の活性化に貢献します。
　大会には生産者をはじめ関係者
２４０人が集まり、品質や実績で優
秀な成績を収めた生産者を表彰し
ました。関係機関との連携強化と
合わせ、産地の結束力を発揮して
いくことを確認しました。

　阿新ぶどう部会の中山正己部会
長は「地域ブランドに誇りを持ち安
全安心で高品質な生産に取り組も
う」と士気を高めました。
　内藤敏男組合長は「関係機関や
生産部会と一体となり安定生産と
有利販売に取り組んでいく」と結集
を呼び掛けました。

～仲間とともに未来をひらく～

　岡山東女性部佐伯支部では年間を通し、地産地
消の料理教室・端切れを使った座布団づくりなど、
地域に根差し、食と農や環境について考える活動を
しています。　　
　2023年度最後の活動には、みんなでさらに理解
を深めたいと「SDGｓ学習会」を開きました。日本の食
料自給率やフードロスなどに関する〇×クイズ大会を

実施。楽しくSDGsの必要性を学び、身近に
感じることができました。
　また、能登半島地震の発生を受け、災害

は他人事ではないと再認識してほ
しいという想いから、災害時に役
立つ情報を共有。風呂敷でできる
簡易バッグの作り方などを部員同士で教え合いました。
　活動を通じ、「自分たちにもまだまだできることはあ
る」と気持ちを新たにしました。今後も身近な人や地
域が『幸せ』な１年になることを目指し、部員同士、和
気あいあいと活動していきたいです。
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簡単アクセス！
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う

か
ず
み

い
な
だ

は
る
え
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地域 を 元気に！

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど
。

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで  
感じたこと、学んだ ことなどを聞きました。

小
松
菜
を
　
採
る
を
忘
れ
て
　
大
松
菜

三
宅 

孝
至 

さ
ん

寒
い
冬
　
脂
肪
で
浮
か
す
　
電
気
代

み
き 

さ
ん

水
菜
足
す
　
塩
で
美
味
し
い
　
一
夜
漬
け

市
岡 
さ
ん

う
る
う
年
　
１
日
得
し
　
草
刈
だ

丸
山 

元
治 

さ
ん

片
言
の
　
ひ
孫
に
な
ら
う
　
畑
道

新
免 

愛
子 

さ
ん

作
州
の
　
名
物
多
し
　
心
湧
く

多
田 

仁
郎 

さ
ん

庭
先
の
　
黄
色
い
花
で
　
春
を
知
る

ジ
ョ
ン
の
れ
ん 

さ
ん

准組合員参加企画

女性部のみなさんと特産黒大豆を
使ったホットケーキを作ったよ！

焦
げ
な
い
よ
う
に

混
ぜ
る
の
が
大
変
！

干
支
の
切
り
絵
に
挑
戦
！

額
縁
に
入
れ
て
家
に
飾
る
の
が
楽
し
み
！

毎
年
恒
例
！
手
づ
く
り
み
そ
を

仕
込
み
ま
し
た
。11
月
ご
ろ

ま
で
寝
か
せ
て
完
成
で
す
〜

特産ヤマノイモ「銀沫®」を
実際に調理・食べて勉強したよ

ユズを使ったレシピを作りました
作り方はＳＮＳなどで発信します！

クッキーを焼いたよ！
甘くておいしい

中国学園大学・ＡＮＡクラウンプラザホテル岡山
（久米南町）

勝央町立勝央北小学校

岡山東女性部和気支部
真庭市立勝山小学校

晴寿司づくり
岡山東女性部熊山支部

勝英女性部フレッシュミズ部会

真庭女性部フレッシュミズ部会

親子キッズクラブ修了式
（岡山西女性部くらしき東ブロック）

特産ミカンを丸ごと使った
マーマレードづくり（備前市）

映画「希望の給食」を上映後、
女性部のみなさん手づくりの
昼食をいただきました！

いろんな小学校のお
友だちと協力して
作ったよ

　
寒
気
が
緩
み
始
め
る
と

直
売
所
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

に
出
回
る
の
が
菜
花
で
す
。

「
菜
の
花
」の
こ
と
で
、
ア

ブ
ラ
ナ
科
の
若
い
蕾
を
摘
ん
だ
も
の
で
す
。

ほ
ろ
苦
さ
の
中
に
か
す
か
な
甘
み
が
あ
り
、

軟
ら
か
い
歯
触
り
で
春
先
の
若
野
菜
ら
し

い
独
自
の
お
い
し
さ
が
楽
し
め
ま
す
。

　
食
べ
方
も
簡
単
。
茹
で
て
お
ひ
た
し
に

し
た
り
、
天
ぷ
ら
・
和
え
物
な
ど
で
も
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
お
ひ
た
し
で
は
、

か
つ
お
節
を
か
け
る
と
一
緒
に
タ
ン
パ
ク
質

も
取
れ
ま
す
。
菜
花
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

の
３
倍
以
上
も
ビ
タ
ミ
ン
C
が
含
ま
れ
て
い

る
上
、
紫
外
線
か
ら
カ
ラ
ダ
を
守
る
β
‐

カ
ロ
テ
ン
も
豊
富
だ
そ
う
で
す
。

　
日
本
人
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
の
体
調

を
維
持
す
る
た
め
に
、
季
節
を
先
取
り
す

る
形
で
、
春
で
あ
れ
ば
菜
花
や
つ
く
し
の

よ
う
に
春
に
先
駆
け
て
芽
を
出
し
た
り
、

花
を
付
け
る
若
菜
や
野
菜
を
食
べ
て
き
ま

し
た
。「
旬
を
食
す
」、
そ
れ
は
、
昔
か
ら

伝
わ
る
日
本
人
が
健
康
を
維
持
す
る
知
恵

で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
若
い
世
代
に

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な

食
文
化
で
す
。

旬
の
食
材
で
季
節
を
感
じ
て

ほ
ろ
苦
い
菜
花
は
春
の
味
覚

ビタミンCが豊富な菜花

野菜たっぷりで

おいしい！黒豆がごろごろ！

夏休みの風鈴づくりや
サツマイモ収穫など家
族と一緒に楽しんだよ！

黄ニラにエンダイブ、
熊山特産の黒豆を使っ
た「晴寿司」。家庭の
味との違いも見つけ、
仲間とわいわい楽しく
作りました。

町
の
特
産
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

桃の節句に合わせ
園児に桃の花を贈呈

びほく桃部会・高梁保育園

園
児
か
ら
お
礼
の
手
紙
を

い
た
だ
き
ま
し
た
♪
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令
和
５
年
度
２
月
期
理
事
会
を
２
月
28
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
岡
山
東
統
括
本

部 

新
山
陽
支
店（
仮
称
）建
設
工
事
費
お
よ

び
工
事
工
程
の
変
更
／
第
２
号
議
案
：
人
事

労
務
関
連
規
程
の一
部
変
更
／
第
３
号
議
案
：

不
祥
事
対
応
規
程
の
一
部
変
更
／
第
４
号
議

案
：「
お
客
さ
ま
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す
る

取
組
方
針
」の
変
更
／
第
５
号
議
案
：
余
裕
金

運
用
規
程
の
変
更
／
第
６
号
議
案
：
令
和
５

年
度
債
権
償
却
／
第
７
号
議
案
：
出
資
口
数

の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
５
年
度
１
月
末
事
業
実
績

／
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
報
告（
自
主「
自
店
」

検
査
結
果「
第
３
四
半
期
」の
報
告
・
不
祥
事

再
発
防
止
策
に
か
か
る
１
月
の
取
り
組
み
）／

【
岡
山
西
統
括
本
部
】中
庄
支
店
の
購
買
事

業
統
合（
４
月
１
日
よ
り
菅
生
農
産
資
材
店

に
統
合
）／
そ
の
他（
①
令
和
5
年
度
年
度
末

手
当
の
要
求
②
不
祥
事
案
の
追
加
報
告
③
直

売
所
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
④
組
合
と
理

事
と
の
利
益
相
反
取
引
の
契
約
締
結
⑤
理
事

に
対
す
る
貸
付
の
実
行
報
告
⑥
能
登
半
島
地

震
に
伴
う
J
A
バ
ン
ク
業
務
全
国
相
互
連
携

⑦
新
紙
幣
発
行
に
伴
う
給
油
所
精
算
機
の
価

格
交
渉
結
果
⑧【
倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
】旧

大
高
支
所
土
地
建
物
の
売
却
結
果
）

　
４
月
２
日（
火
）、
農
産
物
直
売
店
舗「
晴

れ
の
ち
晴
れ
」を
新
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
現

在
の
山
手
直
売
所
の
再
編
整
備
の
一
環
で
、

こ
の
秋
に
は
、
２
階
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
合

わ
せ
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。（
今

回
は
１
階
の
み
営
業
を
始
め
ま
す
。）

　
敷
地
内
で
は
引
き
続
き
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
開
店
準
備
の
た
め
３
月

29
日（
金
）正
午
か
ら
４
月
１
日（
月
）ま
で
休

業
し
ま
す
。

旬
感
広
場

（
総
社
市
岡
谷
23
、０
８
６
６
-９
３
-２
３
３
８
）

　
大
型
直
売
所「
晴
れ
の
ち

晴
れ
」で
は
、
出
荷
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
下
記
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

０
８
６
６
-９
３
-２
３
３
８（
８
時
30
分
〜
16
時

30
分
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
日
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

4
月
23
日（
火
）

■
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
）

4
月
30
日（
火
）

　
振
替
日
の
前
に
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
残
高
不
足
な
ど
で
振
替
が
で
き
な
い

場
合
は
、
法
定
納
期
限（
所
得
税
3
月
15
日
、

消
費
税
４
月
１
日
）の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で

延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
春
の
農
作
業
が
始

ま
る
時
期
、
人
の
健

康
・
機
械
の
点
検
は

済
ん
で
い
ま
す
か
。

ど
ち
ら
か
片
方
で
も

不
調
で
あ
れ
ば
予
定
通
り
の
作
業
は
で
き
ま

せ
ん
。
自
ら
の
健
康
の
た
め
自
治
体
や
J
Ａ

な
ど
が
実
施
し
て
い
る
定
期
検
診
な
ど
を
受

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
機
械
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

□
オ
イ
ル
交
換

□
ベ
ル
ト
・
チ
ェ
ー
ン
の
点
検

□
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
の
増
し
締
め

□
安
全
装
置
の
動
作
確
認

　
当
Ｊ
Ａ
の
中
堅
職
員
９
人
が
、
戦
略
型
中

核
人
材
育
成
研
修
会
で
半
年
間
に
わ
た
り
経

営
学
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
修
了
レ
ポ
ー
ト

で「
Ｊ
Ａ
自
ら
の
農
業
経
営
に
よ
る
経
営
理
念

の
実
現
〜
新
し
い
Ｊ
Ａ
の
縁
の
下
の
力
持
ち

を
目
指
し
て
〜
」と
題
し
て
発
表
し
た
津
山

東
部
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
津
山
畜
産
事
務
所
の

正
木
英
登
職
員
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
左
記
に
該
当
す
る
方
は
書
面
で
変
更
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
転
居
で
住
所
が
変
わ
っ
た
方

　
●
ご
結
婚
な
ど
で
名
前
が
変
わ
っ
た
方

　
●
農
業
を
廃
業
さ
れ
た
方

　
●
組
合
員
の
死
亡

　
こ
の
ほ
か
、
届
け
出
事
項
に
変
更
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
近
く
の
支
店
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
２
０
２
５
年
度
の
職
員
採
用
に
向
け
た
エ

ン
ト
リ
ー
を
積
極
的
に
受
付
け
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
や
働
き
方
な
ど
、
ま
ず
は
説
明

会
に
参
加
し
て
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
J
Ａ
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
は
、
毎
月
の
広
報

誌
・
旬
の
食
材
の
レ

シ
ピ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
、
お
得
な
情
報

を
随
時
配
信
中
で
す
。

ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

日本農業新聞は営農と生活に役立つ情報が盛りだくさん！！購読はお近くのＪＡ窓口へ！

理
事
会
だ
よ
り

諸
規
程
の
一
部
変
更
ほ
か

「
旬
感
広
場
」１
階
店
舗

４
月
２
日（
火
）８
時
半
オ
ー
プ
ン

直
売
所
の
出
荷
募
集

野
菜
・
果
物
・
加
工
品
な
ど

正
木
職
員（
津
山
）が
最
優
秀

中
核
人
材
の
育
成
研
修
会

振
替
納
税
ご
利
用
の
方
へ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

届
け
出
事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

JA からのお知らせ

辞令を受け取る新入職員

常勤監事　中浜 義昭 

県内の食と農業の魅力を届ける
「地産地消」「国消国産」の拠点に

おじゃましますおじゃまします
役員
が

防
ご
う
農
作
業
事
故

安
全
は
健
康
管
理
か
ら

STOP
農作業事故

　
首
都
圏
に
は
多
く
の
パ
ー
ラ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
注
目
店
と
し
て
今
、

勢
い
の
あ
る『
果
実
園
リ
ー
ベ
ル
』を
紹
介
し
ま
す
。
現
在
、
都
内
13

店
舗
で
営
業
し
て
い
ま
す
が
、
市
場
関
係
者
の
話
に
よ
る
と
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ナ
ン
ト
か
ら
出
店
要
請
を
受
け
て
お
り
、
さ
ら
に
は
石
川
県

か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
中
で
も
果
物
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
ズ
コ
ッ
ト
ケ
ー
キ
は
、
た
く
さ
ん
の
果
物
を
頬
張
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
昨
今
流
行
り
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
も
狙
え
る
た
め
、

来
年
度
以
降
に
は
、
県
産
果
物
フ
ェ
ア
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

　山手直売所「ふれあいの里」にイチゴを出荷する難波誠さ
んを訪ねました。“３６４日”イチゴ栽培に費やし、資材や物
価高騰の影響を受けながらも、「待っていてくれる消費者の
期待に応えたい。直売所出荷が生きがい」と繊細な管理で
農薬使用を減らし、栽培に打ち込む姿に、イチゴに対する
愛情を感じました。ＪＡとしても、栽培履歴の管理によって安
全安心を提供し、生産者の顔が見える店舗として消費者に
信頼を届けます。
　4月には、「地産地消」「国消国産」の拠点となる大型直売
所がオープンします。県内全域から多彩な農畜産物を取り
揃えます。県内から広く出荷者を募り、食と農業の魅力が集
結した施設を目指します。

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

SNS映えも
ケーキ彩る県産果物

Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま

農
産
・
園
芸
部 

園
芸
課

東
京
事
務
所
　
所
長

池
上
　
孟
志

12月のメニュー「苺と水晶文旦とシャインマ
スカットのズコット」

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た「
果
実
園

リ
ー
ベ
ル
飯
田
橋
店
」

2024年5月号からは創刊99周年を迎え、
誌面がリニューアル!カラーページが増え、
地域・ＪＡに関する情報がさらに充実します。

4
月
号

4月号の見どころ
特集１：春らんまんハッピーおうちずし
特集２：もう、耕さずにはいられない！あなたが菜園にひかれる理由は？
ほか、料理・手芸・家庭菜園など生活の役に立つ記事が満載です。

私の好きなコーナー

・「家の光 料理カード」　
背表紙を開いてすぐにあるレシピのコー
ナー。切り取り線があり活用しやすく、
料理の幅が広がります。

「家の光」には生活に役立つ記事が満載!
JA生活指導員がその魅力を紹介します！

愛読しています

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

家の光はＪＡ支店窓口にて購読の申込を受付中！！

お車の乗換・購入時はJAへご相談を！

西
部
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
経
済
課

井
上 

彩
乃

参考にしている、家庭などで実践してみたコーナー

・連載まんがルポ「みんなでできた!ＪＡ女性組織」
全国の女性組織の活動がマンガで分かりやすく掲載されており、女
性部担当職員として楽しく読んでいます。仲間づくり・地域貢献に
始まり、地域の特性をいかした活動を活発にされています。5月号で
は令和のばら寿司「晴寿司コンテスト」と岡山東女性部による小学校
での晴寿司体験講座のもようがカラーまんがでご覧い
ただけます。お楽しみに！

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」
を必ずご覧ください。また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）および「ご
契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

資材登録番号：【23331000307】

※１：お借入れには所定の審査があります。金利の引下げには所定の条件があります。また、
別途保証料が必要となり、保証料は返済条件などによって変わります。

※2：ＪＡのマイカーローンはバイクや中古車のご購入はもちろん、現在、他の銀行・自動車
ディーラーなどでお車のローンをご利用中の方のお借換えにもご利用いただけます。

※3：割引の適用には一定の条件があります。
※4：親族からの等級の引き継ぎは、同居中でなければ引き継ぎのお手続きができませんので

ご注意ください。

ＪＡのマイカーローンは※１

金利引下げ条件が多数!
自動車の乗換・ご購入などの資金を
低金利でお借入れいただけます。※２

ＪＡの自動車共済は掛金の割
引制度が10種類以上!※3　
最高６３％の割引制度あり

同居の親族の方の自動車共済(保険)の等級をお
子さまなどに引き継ぐことで、自動車共済を更に
お安くご契約いただける場合があります。※4

この時期は、進学や就職などで新たに免許を取得されたり、お車を
乗換・ご購入される方が多くいらっしゃいます。

◎お車の購入資金（マイカーローン）のご相談や
◎自動車共済（保険）のご相談は
ＪＡでまとめて行うと大変便利です。　　　　　　　　　　　　　
ぜひお近くのＪＡの支店窓口や渉外担当者までご相談ください。

農
業
と
地
域
の
た
め
に
働
き
ま
せ
ん
か

２
０
２
５
年
度
職
員
を
募
集
中

お
得
な
情
報
配
信
中

L
I
N
E
友
だ
ち
募
集
中

イチゴ農家の難波さんと中浜監事（右）

直売所
出荷者募集は
こちら

採用情報や説明会の予約は
「マイナビ」でご案内しています

た
け
し

い
け
が
み

なんば まこと

なかはま よしあき

ま
さ
き

ひ
で
と
う

い
の
う
え

あ
や
の
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令
和
５
年
度
２
月
期
理
事
会
を
２
月
28
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
岡
山
東
統
括
本

部 

新
山
陽
支
店（
仮
称
）建
設
工
事
費
お
よ

び
工
事
工
程
の
変
更
／
第
２
号
議
案
：
人
事

労
務
関
連
規
程
の一
部
変
更
／
第
３
号
議
案
：

不
祥
事
対
応
規
程
の
一
部
変
更
／
第
４
号
議

案
：「
お
客
さ
ま
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す
る

取
組
方
針
」の
変
更
／
第
５
号
議
案
：
余
裕
金

運
用
規
程
の
変
更
／
第
６
号
議
案
：
令
和
５

年
度
債
権
償
却
／
第
７
号
議
案
：
出
資
口
数

の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
５
年
度
１
月
末
事
業
実
績

／
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
報
告（
自
主「
自
店
」

検
査
結
果「
第
３
四
半
期
」の
報
告
・
不
祥
事

再
発
防
止
策
に
か
か
る
１
月
の
取
り
組
み
）／

【
岡
山
西
統
括
本
部
】中
庄
支
店
の
購
買
事

業
統
合（
４
月
１
日
よ
り
菅
生
農
産
資
材
店

に
統
合
）／
そ
の
他（
①
令
和
5
年
度
年
度
末

手
当
の
要
求
②
不
祥
事
案
の
追
加
報
告
③
直

売
所
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
④
組
合
と
理

事
と
の
利
益
相
反
取
引
の
契
約
締
結
⑤
理
事

に
対
す
る
貸
付
の
実
行
報
告
⑥
能
登
半
島
地

震
に
伴
う
J
A
バ
ン
ク
業
務
全
国
相
互
連
携

⑦
新
紙
幣
発
行
に
伴
う
給
油
所
精
算
機
の
価

格
交
渉
結
果
⑧【
倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
】旧

大
高
支
所
土
地
建
物
の
売
却
結
果
）

　
４
月
２
日（
火
）、
農
産
物
直
売
店
舗「
晴

れ
の
ち
晴
れ
」を
新
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
現

在
の
山
手
直
売
所
の
再
編
整
備
の
一
環
で
、

こ
の
秋
に
は
、
２
階
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
合

わ
せ
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。（
今

回
は
１
階
の
み
営
業
を
始
め
ま
す
。）

　
敷
地
内
で
は
引
き
続
き
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
開
店
準
備
の
た
め
３
月

29
日（
金
）正
午
か
ら
４
月
１
日（
月
）ま
で
休

業
し
ま
す
。

旬
感
広
場

（
総
社
市
岡
谷
23
、０
８
６
６
-９
３
-２
３
３
８
）

　
大
型
直
売
所「
晴
れ
の
ち

晴
れ
」で
は
、
出
荷
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
下
記
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

０
８
６
６
-９
３
-２
３
３
８（
８
時
30
分
〜
16
時

30
分
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
日
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

4
月
23
日（
火
）

■
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
）

4
月
30
日（
火
）

　
振
替
日
の
前
に
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
残
高
不
足
な
ど
で
振
替
が
で
き
な
い

場
合
は
、
法
定
納
期
限（
所
得
税
3
月
15
日
、

消
費
税
４
月
１
日
）の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で

延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
春
の
農
作
業
が
始

ま
る
時
期
、
人
の
健

康
・
機
械
の
点
検
は

済
ん
で
い
ま
す
か
。

ど
ち
ら
か
片
方
で
も

不
調
で
あ
れ
ば
予
定
通
り
の
作
業
は
で
き
ま

せ
ん
。
自
ら
の
健
康
の
た
め
自
治
体
や
J
Ａ

な
ど
が
実
施
し
て
い
る
定
期
検
診
な
ど
を
受

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
機
械
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

□
オ
イ
ル
交
換

□
ベ
ル
ト
・
チ
ェ
ー
ン
の
点
検

□
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
の
増
し
締
め

□
安
全
装
置
の
動
作
確
認

　
当
Ｊ
Ａ
の
中
堅
職
員
９
人
が
、
戦
略
型
中

核
人
材
育
成
研
修
会
で
半
年
間
に
わ
た
り
経

営
学
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
修
了
レ
ポ
ー
ト

で「
Ｊ
Ａ
自
ら
の
農
業
経
営
に
よ
る
経
営
理
念

の
実
現
〜
新
し
い
Ｊ
Ａ
の
縁
の
下
の
力
持
ち

を
目
指
し
て
〜
」と
題
し
て
発
表
し
た
津
山

東
部
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
津
山
畜
産
事
務
所
の

正
木
英
登
職
員
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
左
記
に
該
当
す
る
方
は
書
面
で
変
更
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
転
居
で
住
所
が
変
わ
っ
た
方

　
●
ご
結
婚
な
ど
で
名
前
が
変
わ
っ
た
方

　
●
農
業
を
廃
業
さ
れ
た
方

　
●
組
合
員
の
死
亡

　
こ
の
ほ
か
、
届
け
出
事
項
に
変
更
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
近
く
の
支
店
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
２
０
２
５
年
度
の
職
員
採
用
に
向
け
た
エ

ン
ト
リ
ー
を
積
極
的
に
受
付
け
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
や
働
き
方
な
ど
、
ま
ず
は
説
明

会
に
参
加
し
て
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
J
Ａ
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
は
、
毎
月
の
広
報

誌
・
旬
の
食
材
の
レ

シ
ピ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
、
お
得
な
情
報

を
随
時
配
信
中
で
す
。

ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

日本農業新聞は営農と生活に役立つ情報が盛りだくさん！！購読はお近くのＪＡ窓口へ！

理
事
会
だ
よ
り

諸
規
程
の
一
部
変
更
ほ
か

「
旬
感
広
場
」１
階
店
舗

４
月
２
日（
火
）８
時
半
オ
ー
プ
ン

直
売
所
の
出
荷
募
集

野
菜
・
果
物
・
加
工
品
な
ど

正
木
職
員（
津
山
）が
最
優
秀

中
核
人
材
の
育
成
研
修
会

振
替
納
税
ご
利
用
の
方
へ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

届
け
出
事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

JA からのお知らせ

辞令を受け取る新入職員

常勤監事　中浜 義昭 

県内の食と農業の魅力を届ける
「地産地消」「国消国産」の拠点に

おじゃましますおじゃまします
役員
が

防
ご
う
農
作
業
事
故

安
全
は
健
康
管
理
か
ら

STOP
農作業事故

　
首
都
圏
に
は
多
く
の
パ
ー
ラ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
注
目
店
と
し
て
今
、

勢
い
の
あ
る『
果
実
園
リ
ー
ベ
ル
』を
紹
介
し
ま
す
。
現
在
、
都
内
13

店
舗
で
営
業
し
て
い
ま
す
が
、
市
場
関
係
者
の
話
に
よ
る
と
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ナ
ン
ト
か
ら
出
店
要
請
を
受
け
て
お
り
、
さ
ら
に
は
石
川
県

か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
中
で
も
果
物
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
ズ
コ
ッ
ト
ケ
ー
キ
は
、
た
く
さ
ん
の
果
物
を
頬
張
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
昨
今
流
行
り
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
も
狙
え
る
た
め
、

来
年
度
以
降
に
は
、
県
産
果
物
フ
ェ
ア
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

　山手直売所「ふれあいの里」にイチゴを出荷する難波誠さ
んを訪ねました。“３６４日”イチゴ栽培に費やし、資材や物
価高騰の影響を受けながらも、「待っていてくれる消費者の
期待に応えたい。直売所出荷が生きがい」と繊細な管理で
農薬使用を減らし、栽培に打ち込む姿に、イチゴに対する
愛情を感じました。ＪＡとしても、栽培履歴の管理によって安
全安心を提供し、生産者の顔が見える店舗として消費者に
信頼を届けます。
　4月には、「地産地消」「国消国産」の拠点となる大型直売
所がオープンします。県内全域から多彩な農畜産物を取り
揃えます。県内から広く出荷者を募り、食と農業の魅力が集
結した施設を目指します。

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

SNS映えも
ケーキ彩る県産果物

Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま

農
産
・
園
芸
部 

園
芸
課

東
京
事
務
所
　
所
長

池
上
　
孟
志

12月のメニュー「苺と水晶文旦とシャインマ
スカットのズコット」

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た「
果
実
園

リ
ー
ベ
ル
飯
田
橋
店
」

2024年5月号からは創刊99周年を迎え、
誌面がリニューアル!カラーページが増え、
地域・ＪＡに関する情報がさらに充実します。

4
月
号

4月号の見どころ
特集１：春らんまんハッピーおうちずし
特集２：もう、耕さずにはいられない！あなたが菜園にひかれる理由は？
ほか、料理・手芸・家庭菜園など生活の役に立つ記事が満載です。

私の好きなコーナー

・「家の光 料理カード」　
背表紙を開いてすぐにあるレシピのコー
ナー。切り取り線があり活用しやすく、
料理の幅が広がります。

「家の光」には生活に役立つ記事が満載!
JA生活指導員がその魅力を紹介します！

愛読しています

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

家の光はＪＡ支店窓口にて購読の申込を受付中！！

お車の乗換・購入時はJAへご相談を！

西
部
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
経
済
課

井
上 

彩
乃

参考にしている、家庭などで実践してみたコーナー

・連載まんがルポ「みんなでできた!ＪＡ女性組織」
全国の女性組織の活動がマンガで分かりやすく掲載されており、女
性部担当職員として楽しく読んでいます。仲間づくり・地域貢献に
始まり、地域の特性をいかした活動を活発にされています。5月号で
は令和のばら寿司「晴寿司コンテスト」と岡山東女性部による小学校
での晴寿司体験講座のもようがカラーまんがでご覧い
ただけます。お楽しみに！

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」
を必ずご覧ください。また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）および「ご
契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

資材登録番号：【23331000307】

※１：お借入れには所定の審査があります。金利の引下げには所定の条件があります。また、
別途保証料が必要となり、保証料は返済条件などによって変わります。

※2：ＪＡのマイカーローンはバイクや中古車のご購入はもちろん、現在、他の銀行・自動車
ディーラーなどでお車のローンをご利用中の方のお借換えにもご利用いただけます。

※3：割引の適用には一定の条件があります。
※4：親族からの等級の引き継ぎは、同居中でなければ引き継ぎのお手続きができませんので

ご注意ください。

ＪＡのマイカーローンは※１

金利引下げ条件が多数!
自動車の乗換・ご購入などの資金を
低金利でお借入れいただけます。※２

ＪＡの自動車共済は掛金の割
引制度が10種類以上!※3　
最高６３％の割引制度あり

同居の親族の方の自動車共済(保険)の等級をお
子さまなどに引き継ぐことで、自動車共済を更に
お安くご契約いただける場合があります。※4

この時期は、進学や就職などで新たに免許を取得されたり、お車を
乗換・ご購入される方が多くいらっしゃいます。

◎お車の購入資金（マイカーローン）のご相談や
◎自動車共済（保険）のご相談は
ＪＡでまとめて行うと大変便利です。　　　　　　　　　　　　　
ぜひお近くのＪＡの支店窓口や渉外担当者までご相談ください。

農
業
と
地
域
の
た
め
に
働
き
ま
せ
ん
か

２
０
２
５
年
度
職
員
を
募
集
中

お
得
な
情
報
配
信
中

L
I
N
E
友
だ
ち
募
集
中

イチゴ農家の難波さんと中浜監事（右）

直売所
出荷者募集は
こちら

採用情報や説明会の予約は
「マイナビ」でご案内しています

た
け
し

い
け
が
み

なんば まこと

なかはま よしあき

ま
さ
き

ひ
で
と
う

い
の
う
え

あ
や
の
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▼
リ
ー
キ
は
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
先
月
号
の「
晴
れ
び
と
」で
、
生

産
者
の
苦
労
や
生
産
の
過
程
を
知
り
、

食
べ
た
い
気
持
ち
が
増
し
ま
し
た
。
絶

対
食
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
梁
市
・
三
村 

知
子
さ
ん（
50
代
）

▼
先
月
号
の
特
集
、
交
通
安
全
の
書
道
・

ポ
ス
タ
ー
が
す
ご
く
よ
か
っ
た
で
す
。
自

転
車
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
さ
っ
そ
く
購
入

し
ま
し
た
。

新
見
市
・
西
村 

誠
さ
ん（
70
代
）

▼
近
く
の
道
の
駅
で
リ
ー
キ
を
買
っ
て
食

べ
て
い
ま
す
。
わ
が
家
の
春
を
告
げ
る

野
菜
で
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

熱
を
加
え
る
と
甘
く
歯
ご
た
え
も
よ
い

お
い
し
い
一
品
で
す
。

笠
岡
市
・
ひ
と
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼「
愛
読
し
て
い
ま
す
家
の
光
」が
よ
か
っ

た
で
す
。
私
も「
家
の
光
童
話
賞
」が
大

好
き
で
、
孫
が
小
さ
い
頃
は
コ
タ
ツ
の

中
で
一
緒
に
読
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
孫

も
こ
の
春
よ
り
高
校
生
で
す
。

美
作
市
・
鍬
先 

初
枝
さ
ん（
70
代
）

▼
満
点
リ
ー
キ
の
表
紙
に
目
を
惹
か
れ

読
み
ま
し
た
。
県
の
特
産
品
に
つ
い
て

知
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

津
山
市
・
な
お
や
っ
ち
っ
ち
さ
ん（
20
代
）

▼
小
松
菜
の
マ
フ
ィ
ン
を
さ
っ
そ
く
作
り

ま
し
た
。
身
近
に
あ
る
食
材
で
で
き
、

作
り
方
も
簡
単
で
し
た
。
鮮
や
か
な
緑

色
の
マ
フ
ィ
ン
が
で
き
、
気
分
も
あ
が
り

ま
し
た
。
今
度
は
中
の
具
を
変
え
て
作

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

矢
掛
町
・
石
井 
幸
子
さ
ん（
70
代
）

▼
ど
の
ペ
ー
ジ
も
カ
ラ
ー
で
野
菜
や
果

物
の
新
鮮
さ
、お
い
し
さ
が
よ
く
わ
か
り
、

と
て
も
見
や
す
い
で
す
。
写
真
に
掲
載

さ
れ
て
る
方
々
が
笑
顔
で
楽
し
そ
う
な

姿
で
写
っ
て
い
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
、
穏

や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

赤
磐
市
・
ゆ
き
さ
ん（
70
代
）

▼
組
合
員
に
な
っ
て
初
め
て
の
広
報
誌
。

県
内
の
生
産
者
の
活
躍
に
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。毎
月
の
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

倉
敷
市
・
か
お
り
ん
さ
ん（
40
代
）

▼「
つ
や
ま
和
牛
」が
香
港
に
輸
出
！
す

ご
い
と
思
い
ま
す
！！
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
！鏡

野
町
・
松
岡 

英
子
さ
ん（
70
代
）

▼
特
集
で
習
字
の
展
示
が
あ
り
、
皆
さ

ん
達
筆
な
の
に
見
入
っ
て
ま
し
た
。
交

通
安
全
気
を
付
け
た
い
な
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
！真

庭
市
・
M
M
さ
ん（
50
代
）

去
年
植
木
鉢
に
ロ
マ
ネ
ス
コ
の
種
を
ま
い

て
芽
が
出
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
に
な
っ
て

小
さ
い
の
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
今
で

は
、
な
ん
と
か
形
に
な
っ
て
い
ま
す
! 

み
な
さ
ん
は
、
こ
の
野
菜
見
た
こ
と
あ

り
ま
す
か
？

備
前
市
・
し
ん
ち
ゃ
ん
ば
あ
ば
さ
ん

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

冬がウインターなら、春は
天ぷらやフライに付けられています
煮物を作るときにすくうこともあります
水中をふわふわと漂う生き物
平面は2次元、立体は
桃太郎がきび団子を着けていた場所
入学式で胸に着けるお母さんもいます
メジロやヒヨドリが吸うもの
関東―、―裁判所
漢字で書くと土筆。春の山菜です
オンの反対語

1
2
3
4
6
8
10
12
14
16
18

ゴルフプレーヤーがカードに記録します
眠いときに出ます
アマではありません
お花見といえばこの花
テレビやエアコンの操作に使います
お酒は飲めません
みそ汁の具にしてもおいしい二枚貝
ストレスがたまるとこぼしたくなることも
ダブルプレーともいいます
湯が冷めないよう―ポットに入れた
当たりかな、外れかな
山梨県の県庁所在地である市
馬に乗る人のこと

1
3
5
6
7
9
11
13
15
17
19
20
21

ヨコのカギ タテのカギ

応募フォーム・FAXでの
応募もOK!!

地域
の良さ再発見!!

正解者の中から抽選で
15人の方に
｢ナス｣

プレゼント！！
※写真はイメージです

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２４年4月10日（水）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

スマートフォンから簡単

応募フォームはこちら

クロスワードパズル
先月号の答え

「ウシオジル」
応募総数
1,262件

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　　企画課
　「晴ればれ」係

　先
日
、
郷
土
の
味
を
地
域
で
広
げ
る
女
性
部
活
動
を
取

材
し
ま
し
た
。
ば
ら
寿
司
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
見
た
目
は
か
わ

い
く
、
味
も
お
い
し
い「
晴
寿
司
」で
し
た
。
ま
た
、
果
樹
や

野
菜
な
ど
の
取
材
で
は
、
明
る
い
話
題
が
多
く
耳
に
入
り

「
若
い
担
い
手
が
頑
張
っ
と
る
か
ら
取
材
に
来
て
よ
」

と
お
声
掛
け
い
た
だ
く
こ
と
も
。
広
報
活
動
を
し
て

い
る
と
、
こ
う
い
っ
た「
守
り
・
つ
な
い
で
い
く
」こ
と

の
大
切
さ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
み
な

さ
ん
の
楽
し
く
活
気
あ
ふ
れ
る
姿
に
、

私
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
！（
荒
木
）

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

本誌掲載の商品は総額表示で表記しています

新
見
市
　室 

信
子
さ
ん

井
原
市
　橋
本 

厚
美
さ
ん

倉
敷
市
　佐
藤 

充
さ
ん

津
山
市
　山
県 

冨
美
子
さ
ん

岡山市　木口 元文さん

クリスマスローズの花が下を向いて
咲くので、下から撮影してみました。
こんな花だったんだ…。

早島町・ぴーちゃん305さん
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▼
リ
ー
キ
は
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
先
月
号
の「
晴
れ
び
と
」で
、
生

産
者
の
苦
労
や
生
産
の
過
程
を
知
り
、

食
べ
た
い
気
持
ち
が
増
し
ま
し
た
。
絶

対
食
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
梁
市
・
三
村 

知
子
さ
ん（
50
代
）

▼
先
月
号
の
特
集
、
交
通
安
全
の
書
道
・

ポ
ス
タ
ー
が
す
ご
く
よ
か
っ
た
で
す
。
自

転
車
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
さ
っ
そ
く
購
入

し
ま
し
た
。

新
見
市
・
西
村 

誠
さ
ん（
70
代
）

▼
近
く
の
道
の
駅
で
リ
ー
キ
を
買
っ
て
食

べ
て
い
ま
す
。
わ
が
家
の
春
を
告
げ
る

野
菜
で
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

熱
を
加
え
る
と
甘
く
歯
ご
た
え
も
よ
い

お
い
し
い
一
品
で
す
。

笠
岡
市
・
ひ
と
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼「
愛
読
し
て
い
ま
す
家
の
光
」が
よ
か
っ

た
で
す
。
私
も「
家
の
光
童
話
賞
」が
大

好
き
で
、
孫
が
小
さ
い
頃
は
コ
タ
ツ
の

中
で
一
緒
に
読
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
孫

も
こ
の
春
よ
り
高
校
生
で
す
。

美
作
市
・
鍬
先 

初
枝
さ
ん（
70
代
）

▼
満
点
リ
ー
キ
の
表
紙
に
目
を
惹
か
れ

読
み
ま
し
た
。
県
の
特
産
品
に
つ
い
て

知
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

津
山
市
・
な
お
や
っ
ち
っ
ち
さ
ん（
20
代
）

▼
小
松
菜
の
マ
フ
ィ
ン
を
さ
っ
そ
く
作
り

ま
し
た
。
身
近
に
あ
る
食
材
で
で
き
、

作
り
方
も
簡
単
で
し
た
。
鮮
や
か
な
緑

色
の
マ
フ
ィ
ン
が
で
き
、
気
分
も
あ
が
り

ま
し
た
。
今
度
は
中
の
具
を
変
え
て
作

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

矢
掛
町
・
石
井 

幸
子
さ
ん（
70
代
）

▼
ど
の
ペ
ー
ジ
も
カ
ラ
ー
で
野
菜
や
果

物
の
新
鮮
さ
、お
い
し
さ
が
よ
く
わ
か
り
、

と
て
も
見
や
す
い
で
す
。
写
真
に
掲
載

さ
れ
て
る
方
々
が
笑
顔
で
楽
し
そ
う
な

姿
で
写
っ
て
い
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
、
穏

や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

赤
磐
市
・
ゆ
き
さ
ん（
70
代
）

▼
組
合
員
に
な
っ
て
初
め
て
の
広
報
誌
。

県
内
の
生
産
者
の
活
躍
に
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。毎
月
の
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

倉
敷
市
・
か
お
り
ん
さ
ん（
40
代
）

▼「
つ
や
ま
和
牛
」が
香
港
に
輸
出
！
す

ご
い
と
思
い
ま
す
！！
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
！鏡

野
町
・
松
岡 

英
子
さ
ん（
70
代
）

▼
特
集
で
習
字
の
展
示
が
あ
り
、
皆
さ

ん
達
筆
な
の
に
見
入
っ
て
ま
し
た
。
交

通
安
全
気
を
付
け
た
い
な
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
！真

庭
市
・
M
M
さ
ん（
50
代
）

去
年
植
木
鉢
に
ロ
マ
ネ
ス
コ
の
種
を
ま
い

て
芽
が
出
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
に
な
っ
て

小
さ
い
の
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
今
で

は
、
な
ん
と
か
形
に
な
っ
て
い
ま
す
! 

み
な
さ
ん
は
、
こ
の
野
菜
見
た
こ
と
あ

り
ま
す
か
？

備
前
市
・
し
ん
ち
ゃ
ん
ば
あ
ば
さ
ん

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

冬がウインターなら、春は
天ぷらやフライに付けられています
煮物を作るときにすくうこともあります
水中をふわふわと漂う生き物
平面は2次元、立体は
桃太郎がきび団子を着けていた場所
入学式で胸に着けるお母さんもいます
メジロやヒヨドリが吸うもの
関東―、―裁判所
漢字で書くと土筆。春の山菜です
オンの反対語

1
2
3
4
6
8
10
12
14
16
18

ゴルフプレーヤーがカードに記録します
眠いときに出ます
アマではありません
お花見といえばこの花
テレビやエアコンの操作に使います
お酒は飲めません
みそ汁の具にしてもおいしい二枚貝
ストレスがたまるとこぼしたくなることも
ダブルプレーともいいます
湯が冷めないよう―ポットに入れた
当たりかな、外れかな
山梨県の県庁所在地である市
馬に乗る人のこと

1
3
5
6
7
9
11
13
15
17
19
20
21

ヨコのカギ タテのカギ

応募フォーム・FAXでの
応募もOK!!

地域
の良さ再発見!!

正解者の中から抽選で
15人の方に
｢ナス｣

プレゼント！！
※写真はイメージです

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２４年4月10日（水）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

スマートフォンから簡単

応募フォームはこちら

クロスワードパズル
先月号の答え

「ウシオジル」
応募総数
1,262件

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　　企画課
　「晴ればれ」係

　先
日
、
郷
土
の
味
を
地
域
で
広
げ
る
女
性
部
活
動
を
取

材
し
ま
し
た
。
ば
ら
寿
司
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
見
た
目
は
か
わ

い
く
、
味
も
お
い
し
い「
晴
寿
司
」で
し
た
。
ま
た
、
果
樹
や

野
菜
な
ど
の
取
材
で
は
、
明
る
い
話
題
が
多
く
耳
に
入
り

「
若
い
担
い
手
が
頑
張
っ
と
る
か
ら
取
材
に
来
て
よ
」

と
お
声
掛
け
い
た
だ
く
こ
と
も
。
広
報
活
動
を
し
て

い
る
と
、
こ
う
い
っ
た「
守
り
・
つ
な
い
で
い
く
」こ
と

の
大
切
さ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
み
な

さ
ん
の
楽
し
く
活
気
あ
ふ
れ
る
姿
に
、

私
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
！（
荒
木
）

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

本誌掲載の商品は総額表示で表記しています

新
見
市
　室 

信
子
さ
ん

井
原
市
　橋
本 

厚
美
さ
ん

倉
敷
市
　佐
藤 

充
さ
ん

津
山
市
　山
県 

冨
美
子
さ
ん

岡山市　木口 元文さん

クリスマスローズの花が下を向いて
咲くので、下から撮影してみました。
こんな花だったんだ…。

早島町・ぴーちゃん305さん
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ホームページ
随時更新中！！

LINEはじめました!!
友だち登録お願いします!

特 集
One HealthからSDGsを目指そう
～地球にやさしい食材は私たちにも健康をもたらす～

晴れびと！

歴史ある総社の千両ナス
　これからも
　　安全安心にこだわる

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e

ワン ヘルス
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